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（36歳・安江）（36歳・安江）萱森 健太萱森 健太さんさん

千葉県出身の酪農家千葉県出身の酪農家

がんばる人 【シリーズ第6回】

福井県美浜町議会福井県美浜町議会



千
葉
出
身
で
酪
農
の
道
を
歩
み
だ
し
た

子
ど
も
た
ち
と
自
然
に
囲
ま
れ
改
め
て
美
浜
の
良
さ
に
触
れ
る

酪
農
の
仕
事
を
天
職
と
思
い
や
り
た
か
っ
た
生
活
が
こ
れ

一
次
産
業
へ
の
支
援
と

若
い
担
い
手
の
育
成
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業
へ
の
支
援
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担
い
手
の
育
成

美
浜
町
で
酪
農
家
に
な
っ
た
気
か

け
は
何
で
す
か
。

大
学
在
学
中
に
酪
農
の
本
場
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
し
て
卒
業

後
に
勝
山
市
の
牧
場
で
働
い
た
こ

と
で
す
。
県
の
酪
農
家
の
紹
介
で

美
浜
町
で
引
退
を
考
え
て
い
た
酪

農
家
の
牛
舎
を
引
き
継
ぎ
、
2
年

間
の
研
修
を
経
て
26
歳
で
酪
農
家

と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
結
婚
さ
れ
た
の
で
す
か
。

妻
と
は
勝
山
の
牧
場
で
出
会
い
結

婚
し
ま
し
た
。
長
男
が
1
歳
の
時

に
美
浜
町
の
安
江
に
移
住
し
て
現

在
は
3
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
母
牛
40
頭
、
子
牛
20
頭
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。
朝
6
時
30
分

か
ら
牛
の
乳
絞
り
（
搾
乳
）
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
清
掃
、
エ
サ
や
り
、

ＱAＱAＱA

ＱAＱA
哺
育
（
子
牛
に
乳
を
の
ま
せ
る
こ

と
）
と
休
む
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。

子
牛
を
育
て
て
次
の
母
牛
に
す
る

の
も
大
切
な
仕
事
で
す
。
母
乳
は

限
ら
れ
た
期
間
し
か
出
な
い
た
め

繁
殖
し
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
も

大
事
な
仕
事
で
す
。

経
営
は
順
調
で
す
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
牛
乳
余
り
、
国
際
情

勢
に
よ
る
飼
料
価
格
の
高
騰
等
で

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
き
物
を
扱
う
仕
事
で
す

の
で
休
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

お
子
様
の
教
育
は
ど
う
で
す
か
。

ク
ラ
ス
の
生
徒
数
が
20
人
前
後
の

た
め
先
生
の
目
が
行
き
届
く
の
も

い
い
で
す
ね
。
ま
た
海
や
山
な
ど

の
自
然
が
豊
か
で
そ
れ
を
活
か
し

た
体
験
学
習
が
と
り
い
れ
ら
れ
て

い
る
の
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

朝、搾乳した後は業者が取りに来てくれる。牛乳は大津
に運ばれ「福井県産牛乳」としてスーパーで発売される。

山上地区の牛舎を引き継ぎ26歳で独立山上地区の牛舎を引き継ぎ26歳で独立

牛舎は常に手間をかける必要があり休みはなかなか取れない牛舎は常に手間をかける必要があり休みはなかなか取れない

町の休耕田を活用し牧草を栽培できればうれしい町の休耕田を活用し牧草を栽培できればうれしい 母牛の管理も大事な仕事母牛の管理も大事な仕事

飼料の高騰が経営を圧迫飼料の高騰が経営を圧迫
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がんばる人がんばる人シリーズシリーズ 第６回第６回
自然に囲まれ自分を生きる自然に囲まれ自分を生きる

議
会
の
課
題

議
会
の
課
題

降雨による路面洗堀があり、定
期的に補修する必要があります。
新庄区では、登山者のためにト

イレを設置しています。
便槽の堆積量から入山者の推計

を行った結果、折戸林道で3000
人、粟柄林道で3600人利用がある
そうです。

折戸林道

年間を通じて発電に必要な風が吹いています。
騒音・超低周波音、動植物、景観など、法令

に基づいた調査が実施されていました。
現況と風車（最大25基）から発生する音の大

きさをシュミレーションして比較していました。
稀少動物の生息状況を踏まえて、影響を回避

できるように風力発電機の配置や新設道路など
の造成計画を検討していました。

風力環境アセス

美浜の
  今を知る

6月19日、新庄地区で株式会社グリーンパワーインベストメント
が進めている風力発電の環境アセスメント調査の状況と折戸林道
の道路状況を確認しました。

6月19日、新庄地区で株式会社グリーンパワーインベストメント
が進めている風力発電の環境アセスメント調査の状況と折戸林道
の道路状況を確認しました。

察察視視地地現現
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当初予算を骨格予算として編成しており、補正予算内容は町の総合振興計画の
実現に向けた肉付け予算として、事業効果の高いものを計上した。
当初予算を骨格予算として編成しており、補正予算内容は町の総合振興計画の
実現に向けた肉付け予算として、事業効果の高いものを計上した。

町内特産品の魅力を全国にPRするための、ふるさ
と納税返礼品の充実・商品開拓にチャレンジする事
業者を支援する。

美浜ふるさと納税推進事業
500万円

町の「にぎわいゾーン」の、JR美浜駅から生涯学
習センター「なびあす」間において、美浜らしい更
なるにぎわいと交流創出を目的としたアクションを
展開する。

「にぎわいゾーンの整備」（新規事業） 「町の魅力UPと地域経済の活性化」（新規事業）

みはまシナプスプロジェクト事業
3,343万4千円

「脱炭素・カーボンニュートラル」の推進を図ることを目的に、省エネ家電（省エネ基準を
達成したエアコン・冷蔵庫）の購入費用の一部を補助する。（詳しくは、住民環境課へ）

「コロナ・物価高騰対策」（新規事業）
省エネ家電買い替え促進事業 1,300万円

千千千千千円円円円円千円千円万万万万万万万億億億億億億億11111111111111111111111111 333333333333333333333333333333,,,,,,,,,,,7787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787787783,7783,778 888888888888888888888888888888888888888一般会計補正予算額一般会計補正予算額6月6月

1

2 3

「より良い保育」の実現を目的として、保育園の
ICT化による保育業務の充実を図る保育業務支援シ
ステムを導入する。

保育園いきいきコネクト事業
1,899万6千円

子ども達が天候に関わらず楽しく遊び、子育て世代
が交流できる場を整備し、健全な育成、安心な子育
てができる環境の充実を図る。 

「人口減少対策として」（新規事業） 「情報化社会の推進として」（新規事業）

こどものあそび場づくり事業
419万2千円

物価高騰の影響を大きく受ける子育て世帯を支援するため、町内で利用できる「子育て世帯応援商品券」を
配布する。「補助対象：18歳未満の子供を養育する世帯。児童一人当たり1万円」

「コロナ・物価高騰対策」（拡充事業）
物価高騰に係る子育て世帯応援事業 1,370万2千円1

2 3

キッチンカーにより、町内のイベントや道の駅等の出店によるにぎわいを創出。（詳しくは、産業政策課へ）
「にぎわいゾーンの整備」（新規事業）キッチンカー等導入支援事業  300万円

町内生産者の道の駅「はまびより」直売所での販売チャレンジを支援し、農林水産物の生産及び販売拡大を
図るため、事業者の出荷体制や出荷手数料を支援する。

「にぎわいゾーンの整備」（新規事業）生産者販売チャレンジ支援事業  223万5千円

総務費 2 7,133 4千円億 万
1

2

1 281 1千円億 万商工費

特定空家の適正管理及び解体を促進するため、補助制度を充実する。
「地域力向上として」（拡充事業）老朽危険家屋等対策事業  537万円

分譲開始にあわせ、分譲地購入及び住宅建築に対し補助する。
「人口減少対策として」（拡充事業）住宅団地整備事業  3,007万5千円

1

2

★新型コロナウイルス感染症対策費（ワクチン予防接種事業） 4,048万円
　（令和5年度のワクチン予防接種となる。）

緊急に補正する必要が生じたが、議会を招集する時間的余裕がなかったため。

「令和5年4月13日専決処分」

★新型コロナウイルス感染症対策費（子育て世帯生活支援特別給付金給付事業） 330万6千円
　（低所得世帯の児童一人あたり5万円を支給する）
★社会福祉総務費（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業） 2,658万5千円
　（低所得世帯に1世帯あたり3万円を支給する）

「令和5年5月16日専決処分」

1

2

1 375 6千円億 万民生費

令和5年 第3回美浜町議会定例会令和5年 第3回美浜町議会定例会

予算総額  87億6,105万3千円  前年比97.0％予算総額  87億6,105万3千円  前年比97.0％

「にぎわいゾーンの整備」（新規事業）

「地域力向上として」（拡充事業）

「人口減少対策として」（拡充事業）

万6千円

土木費 4 276 2千円億 万

専決処分費 7,037 1千円万
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当初予算を骨格予算として編成しており、補正予算内容は町の総合振興計画の
実現に向けた肉付け予算として、事業効果の高いものを計上した。
当初予算を骨格予算として編成しており、補正予算内容は町の総合振興計画の
実現に向けた肉付け予算として、事業効果の高いものを計上した。
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分譲開始にあわせ、分譲地購入及び住宅建築に対し補助する。
「人口減少対策として」（拡充事業）住宅団地整備事業  3,007万5千円
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★新型コロナウイルス感染症対策費（ワクチン予防接種事業） 4,048万円
　（令和5年度のワクチン予防接種となる。）

緊急に補正する必要が生じたが、議会を招集する時間的余裕がなかったため。

「令和5年4月13日専決処分」

★新型コロナウイルス感染症対策費（子育て世帯生活支援特別給付金給付事業） 330万6千円
　（低所得世帯の児童一人あたり5万円を支給する）
★社会福祉総務費（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業） 2,658万5千円
　（低所得世帯に1世帯あたり3万円を支給する）

「令和5年5月16日専決処分」
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1 375 6千円億 万民生費
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常任委員会の動き
6月定例会では、予算決算常任委員会に議案9件、総務文教常任委員会に議案5件、
産業厚生常任委員会に議案3件が付託され、詳細な審議を行いました。

https://www.town.fukui-mihama.lg.jp/site/town-council/
詳細な内容は議会ホームページをご覧ください
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な
る
。

正
に
つ
い
て
は
令
和
5
年
度
以
降
の
取

り
扱
い
で
あ
る
。

　
　
　減
免
に
よ
り
ど
れ
く
ら
い
安

　
　
　く
な
る
の
か

　
　
　
対
象
は
、
生
計
維
持
者
の
事

　
　
　
業
収
入
の
減
少
額
が
前
年
の

当
該
事
業
収
入
の
10
分
の
3
以
上
で

あ
っ
て
、
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
等
に
係
る
所
得
以
外
に
、
前
年
の
所

得
の
合
計
が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
。
例

え
ば
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
2
1
0

万
円
以
下
は
10
分
の
10
減
免
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
2
1
0
万
円
を
超
え
る

場
合
は
10
分
の
8
の
減
免
と
な
る
。

　
　
　「
令
和
4
年
度
以
前
の
年
度
分

　
　
　の
保
険
税
で
あ
っ
て
令
和
5

年
4
月
以
降
に
納
付
期
限
が
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
の
減
免
」
と
は
、
ど
う

い
っ
た
場
合
に
発
生
す
る
の
か
。

　
　
　
主
な
も
の
と
し
て
、
3
月
に

　
　
　
第
1
号
被
保
険
者
に
な
ら
れ

る
方
が
主
な
対
象
と
な
る
。
そ
の
方
の

納
期
が
一
部
4
月
に
な
る
た
め
、
現
行

の
制
度
で
は
4
月
以
降
の
納
期
の
方
が

対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、
そ
こ
を
改
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　議
案
51
号
と
議
案
52
号
の
建

　
　
　設
工
事
委
託
業
者
は
、
同
じ

事
業
者
で
あ
る
。
一
括
し
て
入
札
で
き

　
　
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

　
　
　用
し
て
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

利
用
実
績
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

　
　
　
令
和
5
年
2
月
1
日
か
ら
コ

　
　
　
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
り
2
月

は
89
件
、
3
月
は
1
4
7
件
、
4
月
は

1
2
3
件
、
5
月
は
速
報
値
で
69
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　印
鑑
登
録
者
持
参
の
青
色
の

　
　
　カ
ー
ド
は
不
要
で
処
分
し
て

も
い
い
の
か
。

　
　
　
役
場
や
出
張
所
等
で
証
明
書

　
　
　
を
出
す
場
合
、
青
色
の
カ
ー

ド
が
無
い
と
証
明
書
が
出
せ
な
い
の
で

引
き
続
き
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

　
　
　軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

　
　
　割
・
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の

特
例
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
不
正
行
為
に
起
因
し
た
場
合
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
負
担
割
合
を
増
額
す

る
も
の
な
の
か
。

　
　
　
不
正
を
し
て
、
町
の
ほ
う
に

　
　
　
納
付
が
不
足
し
て
い
る
分
に

つ
い
て
の
加
算
金
額
を
、
現
行
の
10
％

か
ら
35
％
に
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
議
案
51
号
は
建
築
工
事
、
議

　
　
　
案
52
号
は
電
気
工
事
に
分
か

れ
て
い
る
。
建
築
工
事
は
屋
根
、
壁
の

改
修
工
事
、
電
気
工
事
は
令
和
5
年
度

か
ら
6
年
度
に
ま
た
が
る
工
事
で
継
続

費
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
議
案
を
分

け
て
い
る
。

　
　
　耐
用
年
数
の
期
限
が
来
た
か

　
　
　ら
工
事
を
発
注
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
管
理
棟
、
汚
泥
濃
縮
タ
ン

ク
、
消
毒
設
備
等
の
耐
用
年
数
は
同
じ

な
の
か
。

　
　
　
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
建

　
　
　
築
工
事
、
電
気
物
、
電
気
工
事
、

機
械
工
事
、
計
装
の
備
品
に
よ
っ
て
違

う
。
建
築
工
事
の
建
物
に
関
し
て
は
、

耐
用
年
数
は
38
年
、
機
械
電
気
工
事
に

つ
い
て
は
7
年
か
ら
20
年
、
ま
た
、
計

装
は
7
年
か
ら
15
年
の
耐
用
年
数
の
も

の
が
あ
る
。

　
　
　協
定
の
方
法
は
、
随
意
契
約

　
　
　に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
下
水

道
事
業
団
に
発
注
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
根
拠
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
日
本
下
水
道
事
業
団
を
選
ん

　
　
　
だ
理
由
は
、
設
計
業
務
、
社

会
資
本
交
付
金
が
単
年
度
ご
と
の
交
付

決
定
と
な
り
、
工
事
管
理
業
務
を
行
う

上
で
、
継
続
的
に
工
事
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
昨
年
度
の
実
績

が
全
国
で
5
0
0
ヶ
所
、
約
2
0
0
0

億
円
の
工
事
実
績
が
あ
り
、
優
れ
た
施

設
を
建
設
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

意見

議
案
第
47
号
　

美
浜
町
印
鑑
条
例
及
び
美
浜

町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
48
号
　

美
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
49
号
　

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
50
号
　

美
浜
町
介
護
保
険
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
51
号
　

令
和
5
年
度
美
浜
町
公
共
下
水

道
事
業
美
浜
町
浄
化
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
委
託（
建
築
）に
関
す

る
協
定
に
つ
い
て

回答
申
請
は
必
要
で
は
な
い
。
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常任委員会の動き
6月定例会では、予算決算常任委員会に議案9件、総務文教常任委員会に議案5件、
産業厚生常任委員会に議案3件が付託され、詳細な審議を行いました。

https://www.town.fukui-mihama.lg.jp/site/town-council/
詳細な内容は議会ホームページをご覧ください

　
　
　子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

　
　
　別
給
付
金
を
受
給
す
る
た

め
に
申
請
は
必
要
な
の
か
。

　
　
　

　
　
　電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

　
　
　価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

金
の
場
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
確
認
が
必
要
で
審
査
し
た

　
　
　
上
で
給
付
す
る
。

　
　
　「チ
ョ
イ
ソ
コ
み
は
ま
」
の

　
　
　予
約
が
取
れ
な
い
と
の
話

を
聞
く
が
運
行
車
両
の
台
数
を
増

や
す
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
現
在
2
台
で
運
行
し
て
お

　
　
　
り
ほ
と
ん
ど
の
方
が
予
約

を
取
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
　
　「チ
ョ
イ
ソ
コ
み
は
ま
」
は

　
　
　ゲ
ン
キ
ー
や
ア
オ
キ
に
停

車
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
　
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を
導
入

　
　
　
し
て
お
り
ス
ポ
ン
サ
ー
の

お
願
い
に
行
っ
た
が
難
し
い
と
の

回
答
で
あ
る
。
今
後
も
町
民
の
意

見
を
聞
き
改
善
す
る
等
、
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　若
者
世
帯
住
宅
取
得
支
援

　
　
　事
業
補
助
は
新
築
に
対
し

て
の
補
助
な
の
か
。

　
　
　
他
の
住
宅
補
助
制
度
と
被

　
　

ら
な
い
、
住
宅
購
入
ま
た

は
建
築
に
対
し
て
の
上
限
1
0
0

万
円
の
補
助
で
あ
る
。
夫
婦
と
も
に

39
歳
以
下
の
若
者
夫
婦
世
帯
で
あっ

て
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
同

居
し
て
い
る
子
育
て
世
代
で
あ
る
。

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
な
い

場
合
は
、
建
築
時
に
町
内
業
者
を

利
用
す
る
場
合
が
対
象
で
あ
る
。

　
　
　み
は
ま
シ
ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ

　
　
　ェ
ク
ト
事
業
の
次
世
代
ま

ち
づ
く
り
業
務
委
託
の
委
託
先
は

ど
こ
か
。

　
　
　
行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い

　
　
　
部
分
が
あ
り
、
全
国
で
学

び
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
て

い
る
自
治
体
に
関
わ
っ
て
い
る
実

績
や
経
験
の
あ
る
事
業
者
を
募
集

し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
で
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　子
ど
も
あ
そ
び
場
づ
く
り

　
　
　事
業
の
基
本
計
画
策
定
業

務
委
託
料
2
6
4
万
8
千
円
の
内

容
は
何
か
。

　
　
　
基
本
方
針
、
場
所
や
施
設

　
　
　
の
決
定
、
遊
具
計
画
、
概

算
事
業
費
等
の
基
本
計
画
を
策
定

す
る
委
託
料
で
あ
る
。
ま
だ
場
所

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
等
で
意
見
を
聞
き

決
め
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
と
保

護
者
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
を
は
じ

め
町
民
同
士
が
触
れ
合
え
る
施
設

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　有
害
鳥
獣
対
策
事
業
に
関

　
　
　し
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
駆
除

す
る
有
効
な
対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
美
浜
町
の
猟
友
会
と
も
相

　
　
　
談
し
、
専
属
的
に
人
を
雇
っ

て
巡
回
す
る
だ
け
で
な
く
、
山
の
中

腹
ま
で
入
っ
て
完
全
に
追
い
払
う
と

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　電
池
推
進
遊
覧
船
太
陽
光

　
　
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託

の
2
隻
別
々
に
契
約
す
る
理
由
は
。

　
　
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高

　
　
　
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事

業
補
助
金
を
受
け
て
の
事
業
で
あ

り
、
交
付
決
定
が
遅
れ
た
こ
と
に

よ
り
別
々
の
発
注
に
な
っ
た
。

　
　
　町
営
住
宅
改
修
事
業
の
小

　
　
　倉
新
住
宅
は
何
棟
解
体
す

る
の
か
。
そ
の
跡
地
の
利
用
は
何

か
。

　
　
　
3
棟
解
体
す
る
計
画
で
あ

　
　
　
る
。
跡
地
利
用
は
一
つ
の
選

択
肢
と
し
て
分
譲
地
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　河
川
水
位
計
設
置
事
業
の

　
　
　水
位
計
を
設
置
す
る
場
所

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
内
8
か
所
に
水
位
計
を

　
　
　
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

場
所
に
つ
い
て
は
今
後
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
確
定
さ
せ
た
い
。

　
　
　汚
水
管
渠
布
設
工
事
費

　
　
　3
7
6
万
2
千
円
は
国
道

27
号
線
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
取
り
替

え
だ
け
な
の
か
。

　
　

27
号
線
の
改
良
工
事
に
伴

　
　
　
う
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
交
換
4

か
所
と
木
野
地
区
の
下
水
道
管
布

設
箇
所
工
事
で
あ
る
。

議
案
第
37
号
　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
令
和
5
年
度

美
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

議
案
43
号

令
和
5
年
度
美
浜
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）

議
案
第
40
号
　

令
和
5
年
度
美
浜
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
3
号
）

予
算
決
算

　
　
常
任
委
員
会

予
算
決
算

　
　
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会

問問回答問回答

問問 回答回答問回答

問問 回答回答回答 問

問問 回答回答問回答

問回答 問

問回答問回答回答 問

回答

問回答回答 問

議
案
第
38
号
　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
美
浜
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
）

議
案
第
39
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
美
浜
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

総
務
文
教

　
　
常
任
委
員
会

総
務
文
教

　
　
常
任
委
員
会

産
業
厚
生

　
　
常
任
委
員
会

産
業
厚
生

　
　
常
任
委
員
会

問問問 回答回答

問問 回答 回答回答

　
　
　改
正
内
容
に
「
令
和
4
年
度

　
　
　以
前
の
年
度
分
の
保
険
税
で

あ
っ
て
令
和
5
年
4
月
以
降
に
納
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」
を
追
加
す

る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
例
が
該

当
す
る
の
か
。

　
　
　
令
和
4
年
の
3
月
に
美
浜
町

　
　
　
に
転
入
さ
れ
た
方
や
、
遡
っ

て
賦
課
を
掛
け
た
様
な
場
合
は
納
期

限
が
4
月
と
な
る
。
当
初
の
制
度
設
計

で
は
不
備
に
な
る
の
で
今
回
追
加
と
な

っ
た
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
　の
影
響
に
よ
る
介
護
保
険
料

の
減
免
の
特
例
は
、
ど
の
よ
う
に
免
除

に
な
る
の
か
。

　
　
　
制
度
の
概
要
は
、
新
型
コ
ロ

　
　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
料
の
減
免
措
置

を
行
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
お

け
る
第
1
号
被
保
険
者
保
険
料
に
対

し
て
の
減
免
措
置
で
あ
る
。
今
回
の
改

　
　
　個
人
の
町
民
税
や
軽
自
動
車

　
　
　税
関
係
の
適
用
期
限
の
延
長

に
伴
い
、
町
の
税
収
入
が
減
る
が
、
減

っ
た
分
は
国
か
ら
補
て
ん
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
今
回
の
特
例
に
関
し
て
の
国

　
　
　
か
ら
の
補
て
ん
は
な
い
。

　
　
　収
入
が
減
っ
た
分
に
関
し
て

　
　
　は
国
に
補
て
ん
を
求
め
る
な

ど
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
の

　
　
　対
象
と
な
る
所
得
基
準
の
見

直
し
で
、
5
割
軽
減
と
2
割
軽
減
の
対

象
者
は
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
増
え
る

の
か
。

　
　
　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
5
割

　
　
　
軽
減
の
対
象
世
帯
は
1
7
2

世
帯
か
ら
4
世
帯
増
え
て
1
7
6
世
帯

に
、
2
割
軽
減
の
対
象
世
帯
は
1
7
4

世
帯
か
ら
5
世
帯
増
え
て
1
7
9
世
帯

と
な
る
。

正
に
つ
い
て
は
令
和
5
年
度
以
降
の
取

り
扱
い
で
あ
る
。

　
　
　減
免
に
よ
り
ど
れ
く
ら
い
安

　
　
　く
な
る
の
か

　
　
　
対
象
は
、
生
計
維
持
者
の
事

　
　
　
業
収
入
の
減
少
額
が
前
年
の

当
該
事
業
収
入
の
10
分
の
3
以
上
で

あ
っ
て
、
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
等
に
係
る
所
得
以
外
に
、
前
年
の
所

得
の
合
計
が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
。
例

え
ば
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
2
1
0

万
円
以
下
は
10
分
の
10
減
免
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
2
1
0
万
円
を
超
え
る

場
合
は
10
分
の
8
の
減
免
と
な
る
。

　
　
　「
令
和
4
年
度
以
前
の
年
度
分

　
　
　の
保
険
税
で
あ
っ
て
令
和
5

年
4
月
以
降
に
納
付
期
限
が
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
の
減
免
」
と
は
、
ど
う

い
っ
た
場
合
に
発
生
す
る
の
か
。

　
　
　
主
な
も
の
と
し
て
、
3
月
に

　
　
　
第
1
号
被
保
険
者
に
な
ら
れ

る
方
が
主
な
対
象
と
な
る
。
そ
の
方
の

納
期
が
一
部
4
月
に
な
る
た
め
、
現
行

の
制
度
で
は
4
月
以
降
の
納
期
の
方
が

対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、
そ
こ
を
改
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　議
案
51
号
と
議
案
52
号
の
建

　
　
　設
工
事
委
託
業
者
は
、
同
じ

事
業
者
で
あ
る
。
一
括
し
て
入
札
で
き

　
　
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

　
　
　用
し
て
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

利
用
実
績
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

　
　
　
令
和
5
年
2
月
1
日
か
ら
コ

　
　
　
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
り
2
月

は
89
件
、
3
月
は
1
4
7
件
、
4
月
は

1
2
3
件
、
5
月
は
速
報
値
で
69
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　印
鑑
登
録
者
持
参
の
青
色
の

　
　
　カ
ー
ド
は
不
要
で
処
分
し
て

も
い
い
の
か
。

　
　
　
役
場
や
出
張
所
等
で
証
明
書

　
　
　
を
出
す
場
合
、
青
色
の
カ
ー

ド
が
無
い
と
証
明
書
が
出
せ
な
い
の
で

引
き
続
き
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

　
　
　軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

　
　
　割
・
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の

特
例
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
不
正
行
為
に
起
因
し
た
場
合
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
負
担
割
合
を
増
額
す

る
も
の
な
の
か
。

　
　
　
不
正
を
し
て
、
町
の
ほ
う
に

　
　
　
納
付
が
不
足
し
て
い
る
分
に

つ
い
て
の
加
算
金
額
を
、
現
行
の
10
％

か
ら
35
％
に
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
議
案
51
号
は
建
築
工
事
、
議

　
　
　
案
52
号
は
電
気
工
事
に
分
か

れ
て
い
る
。
建
築
工
事
は
屋
根
、
壁
の

改
修
工
事
、
電
気
工
事
は
令
和
5
年
度

か
ら
6
年
度
に
ま
た
が
る
工
事
で
継
続

費
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
議
案
を
分

け
て
い
る
。

　
　
　耐
用
年
数
の
期
限
が
来
た
か

　
　
　ら
工
事
を
発
注
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
管
理
棟
、
汚
泥
濃
縮
タ
ン

ク
、
消
毒
設
備
等
の
耐
用
年
数
は
同
じ

な
の
か
。

　
　
　
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
建

　
　
　
築
工
事
、
電
気
物
、
電
気
工
事
、

機
械
工
事
、
計
装
の
備
品
に
よ
っ
て
違

う
。
建
築
工
事
の
建
物
に
関
し
て
は
、

耐
用
年
数
は
38
年
、
機
械
電
気
工
事
に

つ
い
て
は
7
年
か
ら
20
年
、
ま
た
、
計

装
は
7
年
か
ら
15
年
の
耐
用
年
数
の
も

の
が
あ
る
。

　
　
　協
定
の
方
法
は
、
随
意
契
約

　
　
　に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
下
水

道
事
業
団
に
発
注
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
根
拠
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
日
本
下
水
道
事
業
団
を
選
ん

　
　
　
だ
理
由
は
、
設
計
業
務
、
社

会
資
本
交
付
金
が
単
年
度
ご
と
の
交
付

決
定
と
な
り
、
工
事
管
理
業
務
を
行
う

上
で
、
継
続
的
に
工
事
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
昨
年
度
の
実
績

が
全
国
で
5
0
0
ヶ
所
、
約
2
0
0
0

億
円
の
工
事
実
績
が
あ
り
、
優
れ
た
施

設
を
建
設
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

意見

議
案
第
47
号
　

美
浜
町
印
鑑
条
例
及
び
美
浜

町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
48
号
　

美
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
49
号
　

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
50
号
　

美
浜
町
介
護
保
険
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
51
号
　

令
和
5
年
度
美
浜
町
公
共
下
水

道
事
業
美
浜
町
浄
化
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
委
託（
建
築
）に
関
す

る
協
定
に
つ
い
て

回答
申
請
は
必
要
で
は
な
い
。
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※略称　予算決算…予算決算常任委員会　　総務文教…総務文教常任員会　　産業厚生…産業厚生常任委員会

議案番号 件　　　名 委員会付託 議決結果 対応ページ

議案第 36 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算 （第1号））
予算決算

可決 P4

議案第 37 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算（第2号）） 可決 P4・6

議案第 38 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について）

総務文教
可決 P7

議案第 39 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について） 可決 P7

議案第 40 号 令和5年度美浜町一般会計補正予算（第3号）

予算決算

可決 P4・5・6・9

議案第 41 号 令和5年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 42 号 令和5年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 43 号 令和5年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 P6

議案第 44 号 令和5年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 45 号 令和5年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 46 号 令和5年度美浜町上水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第 47 号 美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改正する条例の制定について

総務文教

可決 P7・9

議案第 48 号 美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 49 号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 50 号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

産業厚生

可決 P7

議案第 51 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（建築）に
関する協定について 可決 P7・9

議案第 52 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（電気設備）に
関する協定について 可決 P9

議案第 53 号 土地の処分について

－

可決

同意第 2 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 3 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 4 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 5 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 6 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 7 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 8 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 9 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 10 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 11 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 12 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

発議第 2 号 議員報酬など議会改革特別委員会の設置について 可決

議案番号 件　　　名 委員会付託 議決結果 対応ページ

議案第 36 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算 （第1号））
予算決算

可決 P4

議案第 37 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算（第2号）） 可決 P4・6

議案第 38 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について）

総務文教
可決 P7

議案第 39 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について） 可決 P7

議案第 40 号 令和5年度美浜町一般会計補正予算（第3号）

予算決算

可決 P4・5・6・9

議案第 41 号 令和5年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 42 号 令和5年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 43 号 令和5年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 P6

議案第 44 号 令和5年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 45 号 令和5年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 46 号 令和5年度美浜町上水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第 47 号 美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改正する条例の制定について

総務文教

可決 P7・9

議案第 48 号 美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 49 号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 50 号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

産業厚生

可決 P7

議案第 51 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（建築）に
関する協定について 可決 P7・9

議案第 52 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（電気設備）に
関する協定について 可決 P9

議案第 53 号 土地の処分について

－

可決

同意第 2 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 3 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 4 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 5 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 6 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 7 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 8 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 9 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 10 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 11 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 12 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

発議第 2 号 議員報酬など議会改革特別委員会の設置について 可決

議席順に掲載（〇賛成×反対―欠席□退席）し、反対または退席等があった議案だけ載せています。

※議長（山口和治）は採決に加わりません。

議案番号 幸𠀋 兼田 中牟田 上道 髙橋 梅津 河本 辻井 川畑 松下 﨑元 藤本 竹仲

議案第 40 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 47 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 51 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 52 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案番号 幸𠀋 兼田 中牟田 上道 髙橋 梅津 河本 辻井 川畑 松下 﨑元 藤本 竹仲

議案第 40 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 47 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 51 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 52 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

賛否が分かれた議案賛否が分かれた議案

討
論
概
要

議
案
第
40
号

　令
和
5
年
度
美
浜

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

反
対
討
論

み
は
ま
シ
ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
高
す
ぎ
る
業
務
委
託
料
が
無
駄

と
し
か
思
え
な
い
。（
河
本
議
員
）

議
案
第
47
号

　美
浜
町
印
鑑
条
例

及
び
美
浜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
討
論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
別
人
の
個

人
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
た
り
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
利
用

拡
大
に
伴
う
情
報
漏
洩
の
懸
念
は
深

ま
っ
て
お
り
、
利
活
用
の
拡
大
は
ス
ト

ッ
プ
す
る
べ
き
で
あ
る
。（
河
本
議
員
）

議
案
第
51
号

　令
和
5
年
度
美
浜

町
公
共
下
水
道
事
業
美
浜
町
浄
化

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
委
託（
建
築
）

に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

議
案
第
52
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第3回 美浜町議会定例会 議案第3回 美浜町議会定例会 議案

6月23日、これまで議員報酬など議会改革プロジェクトチーム
において、議員報酬など議会改革について調査、研究、協
議を行ってきた。この春の県議会、小浜市、おおい町、高
浜町議会選挙が無投票となり、議会議員のなり手不足が顕
著となってきていることから、議員報酬の引き上げ等をしっかり
議論しその結果をもとに町民との対話を重ね、結果を出した
いと考えている。

6月19日、関西電力は年内に使用済み核燃料の中間貯蔵
施設の県外搬出計画地点を確定する。と県との約束につい
て、今回、関電は高浜原発の使用済み燃料約200t（全
量の約10％）をフランスへ搬出することで、ひとまず約束を果
たした。と発表したことについて、美浜町議会原子力発電所
特別委員会は関電から説明を受けた。
議員からは「関電が県内に保有する使用済み核燃料の一
部に過ぎず、その場しのぎの詭弁にすぎない。福井県政や

議員報酬など議会改革特別委員会を設置
町議会の議員報酬、議会活性化、議員のなりて不足
を考える

原子力発電所特別委員会を開催
使用済み核燃料フランスへ搬出  中間貯蔵施設県外
搬出と同等

県民を愚弄（ぐろう）している」、「非常に苦肉の策。一般の
人は理解できない。関電の信頼を損なってしまった」、「美浜の
使用済み核燃料はいつ出せるのか、計画を示してほしい。中
間貯蔵の県外候補地を決めるのが無理なら、安全性の高い
サイト内の乾式貯蔵を早期にすべきではないのか」などの意見
が出された。
藤井室長は「引き続き原子力発電所の将来の安定運転に必
要な使用済み核燃料の搬出容量を確保するため、あらゆる可
能性を追求したい」と述べた。

6月27,28日の両日、町長・議長及び議員3名で経済産業省、
内閣府、文部科学省へそれぞれ原子力政策等に係る要請を
行った。
その中で2050年カーボンニュートラルの実現に向けて取り組
み、美浜町新庄～滋賀県高島市間の避難道路の多重化、
原子力立地給付金の拡充、もんじゅ廃炉・新試験研究炉設
置に係る地域振興について、それぞれ説明を行い、特に避難
道路については、原子力発電推進には町民の安全安心には
必須であり、関係省庁と連携し実現に向け協議していく。との
回答を得た。

議会の動き議会の動き

国関係省庁へ要請活動
立地地域には、重要な案件である。

6月定例会では、議案1件、同意11件と「議員報酬など議会改革特別委員会の設置について」の
発議が提出されました。
6月定例会では、議案1件、同意11件と「議員報酬など議会改革特別委員会の設置について」の
発議が提出されました。
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※略称　予算決算…予算決算常任委員会　　総務文教…総務文教常任員会　　産業厚生…産業厚生常任委員会

議案番号 件　　　名 委員会付託 議決結果 対応ページ

議案第 36 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算 （第1号））
予算決算

可決 P4

議案第 37 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算（第2号）） 可決 P4・6

議案第 38 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について）

総務文教
可決 P7

議案第 39 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について） 可決 P7

議案第 40 号 令和5年度美浜町一般会計補正予算（第3号）

予算決算

可決 P4・5・6・9

議案第 41 号 令和5年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 42 号 令和5年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 43 号 令和5年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 P6

議案第 44 号 令和5年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 45 号 令和5年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 46 号 令和5年度美浜町上水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第 47 号 美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改正する条例の制定について

総務文教

可決 P7・9

議案第 48 号 美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 49 号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 50 号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

産業厚生

可決 P7

議案第 51 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（建築）に
関する協定について 可決 P7・9

議案第 52 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（電気設備）に
関する協定について 可決 P9

議案第 53 号 土地の処分について

－

可決

同意第 2 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 3 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 4 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 5 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 6 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 7 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 8 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 9 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 10 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 11 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 12 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

発議第 2 号 議員報酬など議会改革特別委員会の設置について 可決

議案番号 件　　　名 委員会付託 議決結果 対応ページ

議案第 36 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算 （第1号））
予算決算

可決 P4

議案第 37 号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度美浜町一般会計補正予算（第2号）） 可決 P4・6

議案第 38 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について）

総務文教
可決 P7

議案第 39 号 専決処分の承認を求めることについて
（美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について） 可決 P7

議案第 40 号 令和5年度美浜町一般会計補正予算（第3号）

予算決算

可決 P4・5・6・9

議案第 41 号 令和5年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 42 号 令和5年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 43 号 令和5年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 P6

議案第 44 号 令和5年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 45 号 令和5年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第 46 号 令和5年度美浜町上水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第 47 号 美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改正する条例の制定について

総務文教

可決 P7・9

議案第 48 号 美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 49 号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P7

議案第 50 号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

産業厚生

可決 P7

議案第 51 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（建築）に
関する協定について 可決 P7・9

議案第 52 号 令和5年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化センター建設工事委託（電気設備）に
関する協定について 可決 P9

議案第 53 号 土地の処分について

－

可決

同意第 2 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 3 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 4 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 5 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 6 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 7 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 8 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 9 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 10 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 11 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

同意第 12 号 美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

発議第 2 号 議員報酬など議会改革特別委員会の設置について 可決

議席順に掲載（〇賛成×反対―欠席□退席）し、反対または退席等があった議案だけ載せています。

※議長（山口和治）は採決に加わりません。

議案番号 幸𠀋 兼田 中牟田 上道 髙橋 梅津 河本 辻井 川畑 松下 﨑元 藤本 竹仲

議案第 40 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 47 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 51 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 52 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案番号 幸𠀋 兼田 中牟田 上道 髙橋 梅津 河本 辻井 川畑 松下 﨑元 藤本 竹仲

議案第 40 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 47 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 51 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

議案第 52 号 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ － ○

賛否が分かれた議案賛否が分かれた議案
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第3回 美浜町議会定例会 議案第3回 美浜町議会定例会 議案

6月23日、これまで議員報酬など議会改革プロジェクトチーム
において、議員報酬など議会改革について調査、研究、協
議を行ってきた。この春の県議会、小浜市、おおい町、高
浜町議会選挙が無投票となり、議会議員のなり手不足が顕
著となってきていることから、議員報酬の引き上げ等をしっかり
議論しその結果をもとに町民との対話を重ね、結果を出した
いと考えている。

6月19日、関西電力は年内に使用済み核燃料の中間貯蔵
施設の県外搬出計画地点を確定する。と県との約束につい
て、今回、関電は高浜原発の使用済み燃料約200t（全
量の約10％）をフランスへ搬出することで、ひとまず約束を果
たした。と発表したことについて、美浜町議会原子力発電所
特別委員会は関電から説明を受けた。
議員からは「関電が県内に保有する使用済み核燃料の一
部に過ぎず、その場しのぎの詭弁にすぎない。福井県政や

議員報酬など議会改革特別委員会を設置
町議会の議員報酬、議会活性化、議員のなりて不足
を考える

原子力発電所特別委員会を開催
使用済み核燃料フランスへ搬出  中間貯蔵施設県外
搬出と同等

県民を愚弄（ぐろう）している」、「非常に苦肉の策。一般の
人は理解できない。関電の信頼を損なってしまった」、「美浜の
使用済み核燃料はいつ出せるのか、計画を示してほしい。中
間貯蔵の県外候補地を決めるのが無理なら、安全性の高い
サイト内の乾式貯蔵を早期にすべきではないのか」などの意見
が出された。
藤井室長は「引き続き原子力発電所の将来の安定運転に必
要な使用済み核燃料の搬出容量を確保するため、あらゆる可
能性を追求したい」と述べた。

6月27,28日の両日、町長・議長及び議員3名で経済産業省、
内閣府、文部科学省へそれぞれ原子力政策等に係る要請を
行った。
その中で2050年カーボンニュートラルの実現に向けて取り組
み、美浜町新庄～滋賀県高島市間の避難道路の多重化、
原子力立地給付金の拡充、もんじゅ廃炉・新試験研究炉設
置に係る地域振興について、それぞれ説明を行い、特に避難
道路については、原子力発電推進には町民の安全安心には
必須であり、関係省庁と連携し実現に向け協議していく。との
回答を得た。

議会の動き議会の動き

国関係省庁へ要請活動
立地地域には、重要な案件である。

6月定例会では、議案1件、同意11件と「議員報酬など議会改革特別委員会の設置について」の
発議が提出されました。
6月定例会では、議案1件、同意11件と「議員報酬など議会改革特別委員会の設置について」の
発議が提出されました。
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町
の
人
口
減
少
対
策
　

効
果
は
あ
っ
た
か

町
の
人
口
減
少
対
策
　

効
果
は
あ
っ
た
か

顧
客
の
声
を
徹
底
聴
取

す
る
仕
組
み
を

顧
客
の
声
を
徹
底
聴
取

す
る
仕
組
み
を

入
込
客
数
1
3
5
万
人

達
成
の
見
込
み
は

入
込
客
数
1
3
5
万
人

達
成
の
見
込
み
は

入
込
客
数
増
を
地
場

産
業
に
ど
う
繋
ぐ
か

入
込
客
数
増
を
地
場

産
業
に
ど
う
繋
ぐ
か

美
浜
町
の
D
X
　

H
P
の
刷
新
が
急
務

美
浜
町
の
D
X
　

H
P
の
刷
新
が
急
務

地
域
愛  

多
用
さ
れ
る

理
由
は

地
域
愛  

多
用
さ
れ
る

理
由
は

人
口
減
少  

現
場
に

密
着
し
た
対
策
を

人
口
減
少  

現
場
に

密
着
し
た
対
策
を

問

問

問問

問

観光誘客
課長

観光誘客
課長

観光誘客
課長

まちづくり
推進課長

問 町長

町長意見

意見

意見

問意見 町長 意見

意見

河本  猛  議員

運
動
公
園
　

子
ど
も
を
中
心
と
し
た

交
流
の
場
に
！

運
動
公
園
　

子
ど
も
を
中
心
と
し
た

交
流
の
場
に
！

問問

問

問

生涯学習
推進課長

生涯学習
推進課長

観光誘客
課長

観光誘客
課長

意見

意見

設
備
の
内
容
や
規
模
な
ど
の

検
討
を
進
め
た
い
。

水
神
公
園
や

寺
山
公
園
、
彫
刻
の
森

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に

再
び
光
を
当
て
れ
ば

有
効
活
用
で
き
る
！

水
神
公
園
や

寺
山
公
園
、
彫
刻
の
森

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に

再
び
光
を
当
て
れ
ば

有
効
活
用
で
き
る
！

厳
し
い
伐
採
制
限
が
あ
り
、

再
整
備
に
つ
い
て
は

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

電
池
推
進
遊
覧
船

乗
客
数
の
当
初
目
標
と

評
価
は
！

電
池
推
進
遊
覧
船

乗
客
数
の
当
初
目
標
と

評
価
は
！

十
分
な
効
果
は
現
れ
て

い
な
い
が
、
伸
び
し
ろ

が
あ
る
。

答

答

答

たけしこ う も と おさむたかはし

　
　
　 

総
合
振
興
計
画
の
人
口
目

　
　
　 

標
は
2
0
2
5
年
に

9
4
0
0
人
と
し
て
い
た
が
、

2
0
1
9
年
に
早
々
と
割
り
込
み
、

目
標
を
2
0
2
7
年
8
8
3
2
人

に
下
げ
た
が
こ
れ
も
危
う
い
。
こ

れ
ま
で
の
町
の
施
策
は
効
果
が
あ

っ
た
の
か
。

　
　
　 

今
は
2
0
4
0
年
7
9
0
0

　
　
　 

人
を
目
標
に
し
て
い
る
。

こ
の
と
こ
ろ
出
生
率
が
向
上
し
、
ま

た
住
宅
分
譲
等
の
効
果
で
今
年
3

月
末
人
口
は
町
の
予
測
に
近
い
。

　
　
　 

人
口
減
少
は
喫
緊
の
課
題

　
　
　 

と
い
い
な
が
ら
正
面
か
ら

対
峙
し
て
こ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
若

者
の
敦
賀
市
定
住
等
の
真
の
原
因

把
握
が
で
き
て
い
な
い
。
現
場
に

密
着
し
た
調
査
と
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　 

現
状
分
析
や
地
域
・
議
会

　
　
　 

の
声
を
聞
き
、
企
業
誘
致

・
住
宅
整
備
・
空
家
対
策
・
賑
い
ゾ

ー
ン
整
備
等
を
進
め
て
き
た
。

　
　
　 

マ
ク
ロ
施
策
は
分
か
る
が
、

　
　
　 

議
会
で
人
口
問
題
を
討
議

し
た
記
憶
も
な
い
。
こ
こ
ま
で
酷
い

人
口
減
少
の
原
因
と
責
任
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
過

ち
を
犯
そ
う
と
し
て
い
な
い
か
。
住

民
レ
ベ
ル
の
議
論
と
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
　 

来
春
の
新
幹
線
敦
賀
開
業

　
　
　 

に
よ
り
美
浜
に
賑
わ
い
と

豊
か
さ
を
取
り
戻
す
、
と
い
う
願

い
で
諸
施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
継
続
的

な
改
善
が
重
要
で
あ
る
。「
顧
客
の

声
を
徹
底
的
に
聴
取
し
迅
速
に
対

応
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
が
急
務

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　 

観
光
ま
ち
づ
く
り
会
議
等

　
　
　 

で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ
ニ
タ

　
　
　 

リ
ン
グ
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
目
線
で
観
光

振
興
に
努
め
る
。

　
　
　 

観
光
事
業
に
限
ら
ず
諸
施

　
　
　 

策
に
お
い
て
、
来
訪
者
や

住
民
の
真
の
声
を
掴
ん
で
い
る
と

は
思
え
な
い
。
不
満
や
要
望
を
前

向
き
に
探
り
改
善
す
る
仕
組
み
が

必
須
に
な
る
。
開
業
式
典
に
お
け

る
「
は
ま
び
よ
り
」
社
長
の
「
今
後

は
小
さ
な
意
見
も
厳
し
い
意
見
も

全
て
受
入
れ
て
改
善
す
る
」
と
い

う
姿
勢
が
決
め
手
に
な
る
。

　
　
　 

2
0
2
2
年
に
策
定
さ
れ

　
　
　 

た
「
観
光
振
興
計
画
の
入

込
客
数
目
標
」
は
2
0
2
6
年

1
3
5
万
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
諸
施
策
で
達
成
で
き
る
の
か
。

　
　
　 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
66
万
人

　
　
　 

だ
が
、
今
後
観
光
協
会
・

　
　
　 

三
方
五
湖
D
M
O
・
町
が

一
体
と
な
り
、
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
助
言
も
得
て
取
り
組
む
。

　
　
　 

美
浜
町
全
域
を
美
浜
商
店

　
　
　 

と
捉
え
、
お
客
と
住
民
の

満
足
第
一
の
視
点
で
、
魅
力
溢
れ
る

店
に
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

　
　
　 

美
浜
へ
の
入
込
客
数
が

　
　
　 

1
3
5
万
人
に
増
え
た
場

合
、
ど
の
様
な
道
筋
で
農
業
や
水

産
業
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
の
か
。

　
　
　 

町
内
を
周
遊
・
宿
泊
さ
れ

　
　
　 

れ
ば
波
及
効
果
が
あ
る
。

　
　
　 

こ
れ
ま
で
営
農
や
出
荷
の

支
援
を
し
て
き
た
が
、
今
後
は
道

の
駅
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て

の
生
産
物
の
取
引
増
が
期
待
で
き

る
。
住
民
の
参
画
に
よ
る
観
光
振

興
に
努
め
る
。

　
　
　 

住
民
の
参
画
と
連
携
こ
そ

　
　
　 

が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば

道
の
駅
、
議
会
は
特
別
委
員
会
を

設
け
て
多
数
調
査
し
、
生
産
者
組

合
を
造
る
べ
き
等
の
多
く
の
提
案

を
し
た
が
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
大
切
な
こ
と
は
、
常
に
学
び
・

住
民
の
声
を
聞
き
・
日
々
改
善
す

る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　
　 

他
の
市
町
に
比
べ
美
浜
町

　
　
　 

の
H
P
は
住
民
目
線
に
な

っ
て
お
ら
ず
使
い
勝
手
が
全
く
良

く
な
い
。
H
P
の
管
理
や
改
善
は

ど
う
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　 

令
和
2
年
に
使
い
や
す

　
　
　 

さ
・
探
し
や
す
さ
・
情
報

　
　
　 

弱
者
へ
の
配
慮
等
を
目
的

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
情
報
は
各
課

が
随
時
発
信
し
て
い
る
。
今
後
各

課
の
D
X
推
進
委
員
に
よ
る
検
証

と
研
修
等
を
行
い
改
善
し
た
い
。

　
　
　 

町
の
H
P
は
い
わ
ば
バ
ー

　
　
　 

チ
ャ
ル
の
役
場
で
あ
り
、

今
後
は
こ
れ
が
益
々
重
要
に
な
る
。

住
民
目
線
で
、
住
民
や
議
会
の
意

見
に
も
耳
を
傾
け
、
管
理
者
も
配

置
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　 

条
例
や
福
祉
計
画
等
の
、

　
　
　 

目
的
・
理
念
等
と
し
て「
地

域
愛
」
の
表
記
が
多
い
。
分
り
に
く

く
、
そ
し
て
異
論
や
多
様
性
を
封

じ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　 

地
域
愛
と
は
、
地
域
の
自

　
　
　 

然
・
文
化
・
人
な
ど
へ
の

愛
着
や
思
い
や
り
の
心
で
あ
り
、
明

確
に
定
義
づ
け
は
で
き
な
い
が
、
そ

れ
ら
を
よ
く
し
た
い
と
思
う
心
が

源
泉
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　 

あ
ま
り
に
安
易
に
使
用
さ

　
　
　 

れ
て
い
る
気
が
す
る
。
分

か
り
に
く
く
観
念
的
で
、
全
体
主

義
的
な
風
土
に
陥
る
危
う
さ
も
感

じ
る
の
で
留
意
頂
き
た
い
。

　
　
　
運
動
公
園
に
子
ど
も

　
　
　
の
遊
具
を
増
や
し
、
子

ど
も
を
中
心
と
し
た
交
流
の

場
と
し
て
も
っ
と
敷
地
を
有
効

活
用
し
て
い
く
考
え
は
な
の
か
。

　
　
　
現
在
、
町
が
進
め
て
い

　
　
　
る
子
ど
も
の
遊
び
場
づ

　
　
　
く
り
事
業
に
お
い
て
、

そ
の
必
要
性
、
設
備
の
内
容
や

規
模
な
ど
の
検
討
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　「
に
じ
い
ろ
パ
ー
ク
」

　
　
　
に
隣
接
し
て
い
る
ビ

オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て
、
現
状
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
看
板
も
な
く
な

り
、
あ
の
場
所
が
一
体
何
の
目

的
で
、
誰
の
管
理
で
存
在
し
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
る
。
町
行
政
が
方
向
性
、
計

画
を
し
っ
か
り
町
民
に
示
し
て

い
く
べ
き
だ
。

　
　
　
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
整
備
か
ら
20
年
が

　
　
　
経
過
し
、
設
備
の
老
朽

化
に
よ
り
危
険
な
状
態
と
な
っ

た
た
め
、
近
年
は
立
入
禁
止
区

域
と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
町
が
進
め
て
い
る
子

ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
専
門
家
や
住
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
利
活
用
の
方
策

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
立
入
禁
止
で
危
険
な

　
　
　
場
所
が
、
い
つ
ま
で
も

放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
う
考

え
て
も
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。

早
期
に
計
画
を
つ
く
っ
て
再
整

備
す
る
な
り
、
方
針
を
示
し
て

欲
し
い
。

　
　
　
久
々
子
湖
周
辺
の
整

　
　
　
備
に
つ
い
て
は
、
水
神

公
園
や
寺
山
公
園
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
内
に
あ
り
、
景
観

の
整
備
や
彫
刻
の
森
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
に
再
び
光
を
当
て
れ
ば
、

立
ち
寄
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
有

効
活
用
で
き
る
。
行
政
は
水
神

公
園
や
寺
山
公
園
、
彫
刻
の
森

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
活
用
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
で
は
、
寺
山
公
園
が

　
　
　
名
勝
三
方
五
湖
の
第

　
　
　
1
種
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
再
整
備
に

向
け
、
県
文
化
財
担
当
局
と
県

文
化
財
保
護
委
員
会
の
審
議

委
員
と
共
に
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
樹
木
の

種
類
や
幹
の
太
さ
に
至
る
ま
で
、

非
常
に
厳
し
い
伐
採
制
限
が
あ

り
、
再
整
備
に
つ
い
て
は
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
久
々
子
区
の
皆
様
に

委
託
す
る
中
で
草
刈
り
の
管
理

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
一
度
整
備
し
た
と
こ
ろ

　
　
　
は
、
古
く
な
れ
ば
再
整

備
が
必
要
に
な
る
。
景
観
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が

規
制
さ
れ
る
と
い
う
の
は
か
な

り
問
題
が
あ
る
。
困
難
さ
を
理

由
に
し
て
い
た
ら
、
ず
っ
と
何

も
で
き
な
い
。
規
制
を
緩
め
て

も
ら
う
な
ど
の
要
望
活
動
を

繰
り
返
し
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
道
は
開
け
な
い
。
地
元
、
議

会
が
協
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
し
、
行
政
も
努
力
し
て
欲

し
い
。

　
　
　
電
池
推
進
遊
覧
船
の

　
　
　
乗
客
数
は
、
当
初
の
目

標
と
比
べ
て
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
年
間
で
4
万
8
、0
0
0

　
　
　
人
の
乗
船
客
を
見
込

　
　
　
ん
で
い
た
が
、
開
業
し

て
か
ら
5
月
ま
で
で
約
1
、

1
0
0
人
の
乗
船
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
で
は
十
分
な
効
果
が
現
れ

て
い
な
い
が
、
今
年
の
秋
に
は

2
隻
目
の
運
航
も
開
始
す
る
予

定
で
、
電
池
推
進
遊
覧
船
は
伸

び
し
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問町 政 を 問う！ ６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。
６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
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町
の
人
口
減
少
対
策
　

効
果
は
あ
っ
た
か

町
の
人
口
減
少
対
策
　

効
果
は
あ
っ
た
か

顧
客
の
声
を
徹
底
聴
取

す
る
仕
組
み
を

顧
客
の
声
を
徹
底
聴
取

す
る
仕
組
み
を

入
込
客
数
1
3
5
万
人

達
成
の
見
込
み
は

入
込
客
数
1
3
5
万
人

達
成
の
見
込
み
は

入
込
客
数
増
を
地
場

産
業
に
ど
う
繋
ぐ
か

入
込
客
数
増
を
地
場

産
業
に
ど
う
繋
ぐ
か

美
浜
町
の
D
X
　

H
P
の
刷
新
が
急
務

美
浜
町
の
D
X
　

H
P
の
刷
新
が
急
務

地
域
愛  

多
用
さ
れ
る

理
由
は

地
域
愛  

多
用
さ
れ
る

理
由
は

人
口
減
少  

現
場
に

密
着
し
た
対
策
を

人
口
減
少  

現
場
に

密
着
し
た
対
策
を

問

問

問問

問

観光誘客
課長

観光誘客
課長

観光誘客
課長

まちづくり
推進課長

問 町長

町長意見

意見

意見

問意見 町長 意見

意見

河本  猛  議員

運
動
公
園
　

子
ど
も
を
中
心
と
し
た

交
流
の
場
に
！

運
動
公
園
　

子
ど
も
を
中
心
と
し
た

交
流
の
場
に
！

問問

問

問

生涯学習
推進課長

生涯学習
推進課長

観光誘客
課長

観光誘客
課長

意見

意見

設
備
の
内
容
や
規
模
な
ど
の

検
討
を
進
め
た
い
。

水
神
公
園
や

寺
山
公
園
、
彫
刻
の
森

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に

再
び
光
を
当
て
れ
ば

有
効
活
用
で
き
る
！

水
神
公
園
や

寺
山
公
園
、
彫
刻
の
森

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に

再
び
光
を
当
て
れ
ば

有
効
活
用
で
き
る
！

厳
し
い
伐
採
制
限
が
あ
り
、

再
整
備
に
つ
い
て
は

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

電
池
推
進
遊
覧
船

乗
客
数
の
当
初
目
標
と

評
価
は
！

電
池
推
進
遊
覧
船

乗
客
数
の
当
初
目
標
と

評
価
は
！

十
分
な
効
果
は
現
れ
て

い
な
い
が
、
伸
び
し
ろ

が
あ
る
。

答

答

答

たけしこうもと おさむたかはし

　
　
　 

総
合
振
興
計
画
の
人
口
目

　
　
　 

標
は
2
0
2
5
年
に

9
4
0
0
人
と
し
て
い
た
が
、

2
0
1
9
年
に
早
々
と
割
り
込
み
、

目
標
を
2
0
2
7
年
8
8
3
2
人

に
下
げ
た
が
こ
れ
も
危
う
い
。
こ

れ
ま
で
の
町
の
施
策
は
効
果
が
あ

っ
た
の
か
。

　
　
　 

今
は
2
0
4
0
年
7
9
0
0

　
　
　 

人
を
目
標
に
し
て
い
る
。

こ
の
と
こ
ろ
出
生
率
が
向
上
し
、
ま

た
住
宅
分
譲
等
の
効
果
で
今
年
3

月
末
人
口
は
町
の
予
測
に
近
い
。

　
　
　 

人
口
減
少
は
喫
緊
の
課
題

　
　
　 

と
い
い
な
が
ら
正
面
か
ら

対
峙
し
て
こ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
若

者
の
敦
賀
市
定
住
等
の
真
の
原
因

把
握
が
で
き
て
い
な
い
。
現
場
に

密
着
し
た
調
査
と
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　 

現
状
分
析
や
地
域
・
議
会

　
　
　 

の
声
を
聞
き
、
企
業
誘
致

・
住
宅
整
備
・
空
家
対
策
・
賑
い
ゾ

ー
ン
整
備
等
を
進
め
て
き
た
。

　
　
　 

マ
ク
ロ
施
策
は
分
か
る
が
、

　
　
　 

議
会
で
人
口
問
題
を
討
議

し
た
記
憶
も
な
い
。
こ
こ
ま
で
酷
い

人
口
減
少
の
原
因
と
責
任
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
過

ち
を
犯
そ
う
と
し
て
い
な
い
か
。
住

民
レ
ベ
ル
の
議
論
と
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
　 

来
春
の
新
幹
線
敦
賀
開
業

　
　
　 

に
よ
り
美
浜
に
賑
わ
い
と

豊
か
さ
を
取
り
戻
す
、
と
い
う
願

い
で
諸
施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
継
続
的

な
改
善
が
重
要
で
あ
る
。「
顧
客
の

声
を
徹
底
的
に
聴
取
し
迅
速
に
対

応
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
が
急
務

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　 

観
光
ま
ち
づ
く
り
会
議
等

　
　
　 

で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ
ニ
タ

　
　
　 

リ
ン
グ
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
目
線
で
観
光

振
興
に
努
め
る
。

　
　
　 

観
光
事
業
に
限
ら
ず
諸
施

　
　
　 

策
に
お
い
て
、
来
訪
者
や

住
民
の
真
の
声
を
掴
ん
で
い
る
と

は
思
え
な
い
。
不
満
や
要
望
を
前

向
き
に
探
り
改
善
す
る
仕
組
み
が

必
須
に
な
る
。
開
業
式
典
に
お
け

る
「
は
ま
び
よ
り
」
社
長
の
「
今
後

は
小
さ
な
意
見
も
厳
し
い
意
見
も

全
て
受
入
れ
て
改
善
す
る
」
と
い

う
姿
勢
が
決
め
手
に
な
る
。

　
　
　 

2
0
2
2
年
に
策
定
さ
れ

　
　
　 

た
「
観
光
振
興
計
画
の
入

込
客
数
目
標
」
は
2
0
2
6
年

1
3
5
万
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
諸
施
策
で
達
成
で
き
る
の
か
。

　
　
　 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
66
万
人

　
　
　 

だ
が
、
今
後
観
光
協
会
・

　
　
　 

三
方
五
湖
D
M
O
・
町
が

一
体
と
な
り
、
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
助
言
も
得
て
取
り
組
む
。

　
　
　 

美
浜
町
全
域
を
美
浜
商
店

　
　
　 

と
捉
え
、
お
客
と
住
民
の

満
足
第
一
の
視
点
で
、
魅
力
溢
れ
る

店
に
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

　
　
　 

美
浜
へ
の
入
込
客
数
が

　
　
　 

1
3
5
万
人
に
増
え
た
場

合
、
ど
の
様
な
道
筋
で
農
業
や
水

産
業
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
の
か
。

　
　
　 

町
内
を
周
遊
・
宿
泊
さ
れ

　
　
　 

れ
ば
波
及
効
果
が
あ
る
。

　
　
　 

こ
れ
ま
で
営
農
や
出
荷
の

支
援
を
し
て
き
た
が
、
今
後
は
道

の
駅
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て

の
生
産
物
の
取
引
増
が
期
待
で
き

る
。
住
民
の
参
画
に
よ
る
観
光
振

興
に
努
め
る
。

　
　
　 

住
民
の
参
画
と
連
携
こ
そ

　
　
　 

が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば

道
の
駅
、
議
会
は
特
別
委
員
会
を

設
け
て
多
数
調
査
し
、
生
産
者
組

合
を
造
る
べ
き
等
の
多
く
の
提
案

を
し
た
が
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
大
切
な
こ
と
は
、
常
に
学
び
・

住
民
の
声
を
聞
き
・
日
々
改
善
す

る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　
　 

他
の
市
町
に
比
べ
美
浜
町

　
　
　 

の
H
P
は
住
民
目
線
に
な

っ
て
お
ら
ず
使
い
勝
手
が
全
く
良

く
な
い
。
H
P
の
管
理
や
改
善
は

ど
う
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　 

令
和
2
年
に
使
い
や
す

　
　
　 

さ
・
探
し
や
す
さ
・
情
報

　
　
　 

弱
者
へ
の
配
慮
等
を
目
的

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
情
報
は
各
課

が
随
時
発
信
し
て
い
る
。
今
後
各

課
の
D
X
推
進
委
員
に
よ
る
検
証

と
研
修
等
を
行
い
改
善
し
た
い
。

　
　
　 

町
の
H
P
は
い
わ
ば
バ
ー

　
　
　 

チ
ャ
ル
の
役
場
で
あ
り
、

今
後
は
こ
れ
が
益
々
重
要
に
な
る
。

住
民
目
線
で
、
住
民
や
議
会
の
意

見
に
も
耳
を
傾
け
、
管
理
者
も
配

置
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　 

条
例
や
福
祉
計
画
等
の
、

　
　
　 

目
的
・
理
念
等
と
し
て「
地

域
愛
」
の
表
記
が
多
い
。
分
り
に
く

く
、
そ
し
て
異
論
や
多
様
性
を
封

じ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　 

地
域
愛
と
は
、
地
域
の
自

　
　
　 

然
・
文
化
・
人
な
ど
へ
の

愛
着
や
思
い
や
り
の
心
で
あ
り
、
明

確
に
定
義
づ
け
は
で
き
な
い
が
、
そ

れ
ら
を
よ
く
し
た
い
と
思
う
心
が

源
泉
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　 

あ
ま
り
に
安
易
に
使
用
さ

　
　
　 

れ
て
い
る
気
が
す
る
。
分

か
り
に
く
く
観
念
的
で
、
全
体
主

義
的
な
風
土
に
陥
る
危
う
さ
も
感

じ
る
の
で
留
意
頂
き
た
い
。

　
　
　
運
動
公
園
に
子
ど
も

　
　
　
の
遊
具
を
増
や
し
、
子

ど
も
を
中
心
と
し
た
交
流
の

場
と
し
て
も
っ
と
敷
地
を
有
効

活
用
し
て
い
く
考
え
は
な
の
か
。

　
　
　
現
在
、
町
が
進
め
て
い

　
　
　
る
子
ど
も
の
遊
び
場
づ

　
　
　
く
り
事
業
に
お
い
て
、

そ
の
必
要
性
、
設
備
の
内
容
や

規
模
な
ど
の
検
討
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　「
に
じ
い
ろ
パ
ー
ク
」

　
　
　
に
隣
接
し
て
い
る
ビ

オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て
、
現
状
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
看
板
も
な
く
な

り
、
あ
の
場
所
が
一
体
何
の
目

的
で
、
誰
の
管
理
で
存
在
し
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
る
。
町
行
政
が
方
向
性
、
計

画
を
し
っ
か
り
町
民
に
示
し
て

い
く
べ
き
だ
。

　
　
　
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
整
備
か
ら
20
年
が

　
　
　
経
過
し
、
設
備
の
老
朽

化
に
よ
り
危
険
な
状
態
と
な
っ

た
た
め
、
近
年
は
立
入
禁
止
区

域
と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
町
が
進
め
て
い
る
子

ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
専
門
家
や
住
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
利
活
用
の
方
策

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
立
入
禁
止
で
危
険
な

　
　
　
場
所
が
、
い
つ
ま
で
も

放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
う
考

え
て
も
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。

早
期
に
計
画
を
つ
く
っ
て
再
整

備
す
る
な
り
、
方
針
を
示
し
て

欲
し
い
。

　
　
　
久
々
子
湖
周
辺
の
整

　
　
　
備
に
つ
い
て
は
、
水
神

公
園
や
寺
山
公
園
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
内
に
あ
り
、
景
観

の
整
備
や
彫
刻
の
森
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
に
再
び
光
を
当
て
れ
ば
、

立
ち
寄
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
有

効
活
用
で
き
る
。
行
政
は
水
神

公
園
や
寺
山
公
園
、
彫
刻
の
森

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
活
用
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
で
は
、
寺
山
公
園
が

　
　
　
名
勝
三
方
五
湖
の
第

　
　
　
1
種
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
再
整
備
に

向
け
、
県
文
化
財
担
当
局
と
県

文
化
財
保
護
委
員
会
の
審
議

委
員
と
共
に
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
樹
木
の

種
類
や
幹
の
太
さ
に
至
る
ま
で
、

非
常
に
厳
し
い
伐
採
制
限
が
あ

り
、
再
整
備
に
つ
い
て
は
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
久
々
子
区
の
皆
様
に

委
託
す
る
中
で
草
刈
り
の
管
理

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
一
度
整
備
し
た
と
こ
ろ

　
　
　
は
、
古
く
な
れ
ば
再
整

備
が
必
要
に
な
る
。
景
観
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が

規
制
さ
れ
る
と
い
う
の
は
か
な

り
問
題
が
あ
る
。
困
難
さ
を
理

由
に
し
て
い
た
ら
、
ず
っ
と
何

も
で
き
な
い
。
規
制
を
緩
め
て

も
ら
う
な
ど
の
要
望
活
動
を

繰
り
返
し
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
道
は
開
け
な
い
。
地
元
、
議

会
が
協
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
し
、
行
政
も
努
力
し
て
欲

し
い
。

　
　
　
電
池
推
進
遊
覧
船
の

　
　
　
乗
客
数
は
、
当
初
の
目

標
と
比
べ
て
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
年
間
で
4
万
8
、0
0
0

　
　
　
人
の
乗
船
客
を
見
込

　
　
　
ん
で
い
た
が
、
開
業
し

て
か
ら
5
月
ま
で
で
約
1
、

1
0
0
人
の
乗
船
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
で
は
十
分
な
効
果
が
現
れ

て
い
な
い
が
、
今
年
の
秋
に
は

2
隻
目
の
運
航
も
開
始
す
る
予

定
で
、
電
池
推
進
遊
覧
船
は
伸

び
し
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問町 政 を 問う！ ６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。
６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
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梅津 隆久  議員
う め づ たかひさ

川畑  忠之  議員
ただゆきかわばた

問

町長

問

意見問

問

エネルギー
政策課長

エネルギー
政策課長

エネルギー
政策課長

総務課長

美
浜
新
庄
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業
に

つ
い
て

美
浜
新
庄
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業
に

つ
い
て

地
元
理
解
や
自
然
環
境
へ

の
配
慮
、
自
然
災
害
へ
の
対

応
を
大
前
提
と
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

答

防
犯
対
策
の

推
進
に
つ
い
て

防
犯
対
策
の

推
進
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
は
公
設
目
的

と
し
て
現
時
点
で
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
と
防
犯
上

の
観
点
等
か
ら
必
要
最
小

限
の
要
件
と
し
て
考
え
て

い
る
。

答

　
　
　
国
は
原
発
の
積
極
活

　
　
　
動
へ
舵
を
切
り
、
原
発

の
最
大
限
活
用
に
方
針
転
換

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

　
　
　
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
実
現

に
向
け
た
基
本
方
針
や
、
今
国

会
で
成
立
し
た
G
X
脱
炭
素
電

源
法
で
は
、
原
子
力
発
電
の
活

用
に
係
る
国
の
責
務
や
運
転
期

間
延
長
な
ど
、
安
全
性
の
確
保

を
大
前
提
に
原
子
力
の
活
用
が

明
確
に
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、

立
地
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

防
災
対
策
や
地
域
振
興
な
ど
、

国
が
前
面
に
立
っ
て
取
り
組
む

と
の
強
力
な
政
策
方
針
が
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
本
町
が
立
地
地

域
と
し
て
、
国
に
対
し
て
強
く

要
請
し
て
い
た
こ
と
に
、
応
え

る
も
の
だ
と
理
解
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
将
来

を
見
据
え
た
新
た
な
原
子
力

政
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
立
地
地
域
の
振
興
、
滋

賀
県
に
通
ず
る
避
難
道
路
の

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
・

安
心
の
最
大
限
の
確
保
な
ど
、

立
地
地
域
の
実
情
に
即
し
た
伴

走
型
を
基
軸
と
す
る
政
策
の
推

進
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
次
世
代
型
の
原
子
炉

　
　
　
の
開
発
・
建
設
は
、
福

井
県
が
主
要
な
舞
台
に
な
る

と
思
う
が
、
町
長
は
、
国
の
次

世
代
型
革
新
炉
の
方
針
が
示

さ
れ
た
内
容
に
対
し
て
、
美
浜

発
電
所
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

　
　
　
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
実
現

に
向
け
た
、
基
本
方
針
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
持
続
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
脱

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
は
、
原
子
力
発
電
の
再

稼
働
と
運
転
期
間
の
延
長
に
限

ら
ず
、
次
世
代
革
新
炉
に
よ
る

リ
プ
レ
ー
ス
も
含
め
た
現
実
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
美
浜
町
で
の
リ
プ
レ

ー
ス
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
事
業
者
の
経
営
判
断
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に

原
子
力
発
電
事
業
を
進
め
る

た
め
に
は
、
立
地
地
域
の
振
興

や
避
難
道
路
の
整
備
な
ど
、

安
全
・
安
心
の
最
大
限
の
確
保
、

住
民
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ど

の
環
境
が
整
う
こ
と
が
大
前

提
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
町
民
総
意
に
よ
る
、

　
　
　
本
道
路
の
実
現
に
向

け
進
め
て
い
る
状
況
だ
が
、

町
長
も
嶺
南
で
唯
一
、
南
北
の

避
難
道
路
が
な
い
こ
と
の
情

報
発
信
を
国
内
に
広
め
、
住

民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、

最
大
限
確
保
す
べ
き
重
要
な
要

素
だ
と
事
あ
る
ご
と
に
要
望
し

て
い
る
が
、
今
後
の
取
組
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
本
町
に
お
け
る
避
難

　
　
　
道
路
や
制
圧
道
路
の

多
重
化
、
強
靱
化
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
国

や
県
に
要
請
し
続
け
て
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
足
踏
み
状
態

で
あ
る
。
今
般
の
国
の
基
本

方
針
で
は
、
立
地
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
、
防
災
対
策

の
課
題
解
決
に
前
面
に
立
っ

て
取
り
組
む
政
策
方
針
が
示

さ
れ
、
町
に
寄
り
添
っ
た
施

策
が
、
展
開
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
で
あ
る
の
で
、
本
道
路

の
実
現
に
つ
い
て
は
、
県
選

出
の
国
会
議
員
の
支
援
や
国
、

県
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
対

し
、
議
会
と
一
丸
と
な
っ
て
、

強
力
に
要
請
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

町長

町長

問

町長

　
　
　
第
五
次
総
合
振
興
計

　
　
　
画
、
後
期
基
本
計
画
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
と
地
域
振

興
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
町
民
に
浸
透
さ
せ
理

解
を
得
な
が
ら
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
推
進
施
策
の
一
つ

と
し
て
現
在
、
新
庄
区
の
風
力

発
電
建
設
に
向
け
た
調
査
、
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
町
民

へ
の
施
策
に
関
す
る
成
果
指
標

基
準
値
63
・
2
％
に
対
し
令
和

7
年
度
目
標
を
70
％
と
定
め

て
い
る
が
意
識
啓
発
事
業
進

捗
状
況
と
本
日
ま
で
の
成
果
に

つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
平
成
28
年
度
に
原
子

　
　
　
力
に
加
え
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
導
入
促
進

を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
策
定
し
電

池
推
進
遊
覧
船
等
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

合
わ
せ
て
風
力
発
電
に
つ
い
て

も
事
業
化
に
向
け
地
元
の
理

解
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
が
な
さ
れ
る

事
な
ど
を
大
前
提
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
　
　
取
り
巻
く
状
況
が
急

　
　
　
速
に
変
化
し
て
い
る
事

を
踏
ま
え
て
展
示
学
習
、
地
域

振
興
、
商
業
レ
ベ
ル
の
達
成
に

向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
で
き
る
よ
う
町
民
へ
の

啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
成
果
目
標
値
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化

率
と
認
識
す
れ
ば
良
い
の
か
。

そ
れ
と
も
町
民
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
等
に
よ
る
理
解
度

と
理
解
す
れ
ば
良
い
の
か
。

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
策
定
時
の
町
民
ア
ン

　
　
　
ケ
ー
ト
数
値
で
あ
り
今

後
改
訂
の
際
に
再
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
評
価
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
最
近
の
新
聞
報
道
等

　
　
　
に
よ
る
日
本
自
然
保

護
協
会
は
全
国
的
に
急
増
す

る
大
型
風
力
発
電
計
画
の
環

境
影
響
評
価
分
析
内
容
に
新

庄
区
で
の
計
画
地
は
希
少
鳥

類
の
イ
ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
等

の
生
息
地
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
が
町
と
し
て
の
建
設
推
進

計
画
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
町
の
環
境
審
議
会
か

　
　
　
ら
の
答
申
を
踏
ま
え

　
　
　
生
態
系
な
ど
へ
の
影
響

回
避
や
近
年
増
加
し
て
い
る
集

中
豪
雨
災
害
の
影
響
を
十
分

に
考
慮
の
上
、
慎
重
に
事
業
計

画
を
進
め
た
い
。

　
　
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

　
　
　
ル
実
現
に
向
け
原
子

力
と
共
に
導
入
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
保

護
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
十
分
考
慮
の
上
導
入
し
て

頂
き
た
い
。

　
　
　
第
五
次
美
浜
町
総
合

　
　
　
振
興
計
画
、
後
期
基

本
計
画
の
中
で
犯
罪
の
無
い
環

境
整
備
推
進
事
業
で
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
交
付
金
制
度
が
あ

る
が
設
置
経
費
の
3
分
の
2
を

乗
じ
た
額
と
し
最
大
１
台
あ
た

り
10
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
不

審
者
の
早
期
発
見
と
生
命
の

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
区
長

要
望
が
あ
れ
ば
全
額
町
負
担

で
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
令
和
2
年
度
か
ら
6

　
　
　
年
度
ま
で
の
補
助
事

　
　
　
業
で
あ
り
既
に
設
置

し
た
集
落
と
の
公
平
性
な
ど
の

観
点
か
ら
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
要
綱
等
を
含
め
て
検
討

し
た
い
。

国
の
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
！

国
の
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
！

原
子
力
の
活
用
方
針
や
法
整
備
な
ど
、
遅
滞
な
く
明
確
に

原
子
力
政
策
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
向
き
合
う
国
の
強
い
姿
勢
を
感
じ
た
。

答

国
の
原
子
力
政
策
に

対
し
て
国
の
原
子
力
政
策
に

対
し
て

❶❶

美
浜
発
電
所
に

お
け
る
リ
プ
レ
ー
ス

（
建
替
え
）推
進
に
つ
い
て

美
浜
発
電
所
に

お
け
る
リ
プ
レ
ー
ス

（
建
替
え
）推
進
に
つ
い
て

❷❷

原
子
力
発
電
の

避
難
道
路
要
望
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
の

避
難
道
路
要
望
に
つ
い
て

❸❸

一 般 質 問町 政 を 問う！ ６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。
６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
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梅津 隆久  議員
う め づ たかひさ

川畑  忠之  議員
ただゆきかわばた

問

町長

問

意見問

問

エネルギー
政策課長

エネルギー
政策課長

エネルギー
政策課長

総務課長

美
浜
新
庄
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業
に

つ
い
て

美
浜
新
庄
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業
に

つ
い
て

地
元
理
解
や
自
然
環
境
へ

の
配
慮
、
自
然
災
害
へ
の
対

応
を
大
前
提
と
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

答

防
犯
対
策
の

推
進
に
つ
い
て

防
犯
対
策
の

推
進
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
は
公
設
目
的

と
し
て
現
時
点
で
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
と
防
犯
上

の
観
点
等
か
ら
必
要
最
小

限
の
要
件
と
し
て
考
え
て

い
る
。

答

　
　
　
国
は
原
発
の
積
極
活

　
　
　
動
へ
舵
を
切
り
、
原
発

の
最
大
限
活
用
に
方
針
転
換

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

　
　
　
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
実
現

に
向
け
た
基
本
方
針
や
、
今
国

会
で
成
立
し
た
G
X
脱
炭
素
電

源
法
で
は
、
原
子
力
発
電
の
活

用
に
係
る
国
の
責
務
や
運
転
期

間
延
長
な
ど
、
安
全
性
の
確
保

を
大
前
提
に
原
子
力
の
活
用
が

明
確
に
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、

立
地
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

防
災
対
策
や
地
域
振
興
な
ど
、

国
が
前
面
に
立
っ
て
取
り
組
む

と
の
強
力
な
政
策
方
針
が
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
本
町
が
立
地
地

域
と
し
て
、
国
に
対
し
て
強
く

要
請
し
て
い
た
こ
と
に
、
応
え

る
も
の
だ
と
理
解
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
将
来

を
見
据
え
た
新
た
な
原
子
力

政
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
立
地
地
域
の
振
興
、
滋

賀
県
に
通
ず
る
避
難
道
路
の

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
・

安
心
の
最
大
限
の
確
保
な
ど
、

立
地
地
域
の
実
情
に
即
し
た
伴

走
型
を
基
軸
と
す
る
政
策
の
推

進
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
次
世
代
型
の
原
子
炉

　
　
　
の
開
発
・
建
設
は
、
福

井
県
が
主
要
な
舞
台
に
な
る

と
思
う
が
、
町
長
は
、
国
の
次

世
代
型
革
新
炉
の
方
針
が
示

さ
れ
た
内
容
に
対
し
て
、
美
浜

発
電
所
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

　
　
　
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
実
現

に
向
け
た
、
基
本
方
針
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
持
続
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
脱

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
は
、
原
子
力
発
電
の
再

稼
働
と
運
転
期
間
の
延
長
に
限

ら
ず
、
次
世
代
革
新
炉
に
よ
る

リ
プ
レ
ー
ス
も
含
め
た
現
実
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
美
浜
町
で
の
リ
プ
レ

ー
ス
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
事
業
者
の
経
営
判
断
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に

原
子
力
発
電
事
業
を
進
め
る

た
め
に
は
、
立
地
地
域
の
振
興

や
避
難
道
路
の
整
備
な
ど
、

安
全
・
安
心
の
最
大
限
の
確
保
、

住
民
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ど

の
環
境
が
整
う
こ
と
が
大
前

提
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
町
民
総
意
に
よ
る
、

　
　
　
本
道
路
の
実
現
に
向

け
進
め
て
い
る
状
況
だ
が
、

町
長
も
嶺
南
で
唯
一
、
南
北
の

避
難
道
路
が
な
い
こ
と
の
情

報
発
信
を
国
内
に
広
め
、
住

民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、

最
大
限
確
保
す
べ
き
重
要
な
要

素
だ
と
事
あ
る
ご
と
に
要
望
し

て
い
る
が
、
今
後
の
取
組
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
本
町
に
お
け
る
避
難

　
　
　
道
路
や
制
圧
道
路
の

多
重
化
、
強
靱
化
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
国

や
県
に
要
請
し
続
け
て
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
足
踏
み
状
態

で
あ
る
。
今
般
の
国
の
基
本

方
針
で
は
、
立
地
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
、
防
災
対
策

の
課
題
解
決
に
前
面
に
立
っ

て
取
り
組
む
政
策
方
針
が
示

さ
れ
、
町
に
寄
り
添
っ
た
施

策
が
、
展
開
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
で
あ
る
の
で
、
本
道
路

の
実
現
に
つ
い
て
は
、
県
選

出
の
国
会
議
員
の
支
援
や
国
、

県
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
対

し
、
議
会
と
一
丸
と
な
っ
て
、

強
力
に
要
請
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

町長

町長

問

町長

　
　
　
第
五
次
総
合
振
興
計

　
　
　
画
、
後
期
基
本
計
画
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
と
地
域
振

興
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
町
民
に
浸
透
さ
せ
理

解
を
得
な
が
ら
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
推
進
施
策
の
一
つ

と
し
て
現
在
、
新
庄
区
の
風
力

発
電
建
設
に
向
け
た
調
査
、
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
町
民

へ
の
施
策
に
関
す
る
成
果
指
標

基
準
値
63
・
2
％
に
対
し
令
和

7
年
度
目
標
を
70
％
と
定
め

て
い
る
が
意
識
啓
発
事
業
進

捗
状
況
と
本
日
ま
で
の
成
果
に

つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
平
成
28
年
度
に
原
子

　
　
　
力
に
加
え
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
導
入
促
進

を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
策
定
し
電

池
推
進
遊
覧
船
等
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

合
わ
せ
て
風
力
発
電
に
つ
い
て

も
事
業
化
に
向
け
地
元
の
理

解
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
が
な
さ
れ
る

事
な
ど
を
大
前
提
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
　
　
取
り
巻
く
状
況
が
急

　
　
　
速
に
変
化
し
て
い
る
事

を
踏
ま
え
て
展
示
学
習
、
地
域

振
興
、
商
業
レ
ベ
ル
の
達
成
に

向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
で
き
る
よ
う
町
民
へ
の

啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
成
果
目
標
値
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化

率
と
認
識
す
れ
ば
良
い
の
か
。

そ
れ
と
も
町
民
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
等
に
よ
る
理
解
度

と
理
解
す
れ
ば
良
い
の
か
。

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
策
定
時
の
町
民
ア
ン

　
　
　
ケ
ー
ト
数
値
で
あ
り
今

後
改
訂
の
際
に
再
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
評
価
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
最
近
の
新
聞
報
道
等

　
　
　
に
よ
る
日
本
自
然
保

護
協
会
は
全
国
的
に
急
増
す

る
大
型
風
力
発
電
計
画
の
環

境
影
響
評
価
分
析
内
容
に
新

庄
区
で
の
計
画
地
は
希
少
鳥

類
の
イ
ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
等

の
生
息
地
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
が
町
と
し
て
の
建
設
推
進

計
画
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
町
の
環
境
審
議
会
か

　
　
　
ら
の
答
申
を
踏
ま
え

　
　
　
生
態
系
な
ど
へ
の
影
響

回
避
や
近
年
増
加
し
て
い
る
集

中
豪
雨
災
害
の
影
響
を
十
分

に
考
慮
の
上
、
慎
重
に
事
業
計

画
を
進
め
た
い
。

　
　
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

　
　
　
ル
実
現
に
向
け
原
子

力
と
共
に
導
入
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
保

護
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
十
分
考
慮
の
上
導
入
し
て

頂
き
た
い
。

　
　
　
第
五
次
美
浜
町
総
合

　
　
　
振
興
計
画
、
後
期
基

本
計
画
の
中
で
犯
罪
の
無
い
環

境
整
備
推
進
事
業
で
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
交
付
金
制
度
が
あ

る
が
設
置
経
費
の
3
分
の
2
を

乗
じ
た
額
と
し
最
大
１
台
あ
た

り
10
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
不

審
者
の
早
期
発
見
と
生
命
の

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
区
長

要
望
が
あ
れ
ば
全
額
町
負
担

で
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
令
和
2
年
度
か
ら
6

　
　
　
年
度
ま
で
の
補
助
事

　
　
　
業
で
あ
り
既
に
設
置

し
た
集
落
と
の
公
平
性
な
ど
の

観
点
か
ら
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
要
綱
等
を
含
め
て
検
討

し
た
い
。

国
の
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
！

国
の
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
！

原
子
力
の
活
用
方
針
や
法
整
備
な
ど
、
遅
滞
な
く
明
確
に

原
子
力
政
策
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
向
き
合
う
国
の
強
い
姿
勢
を
感
じ
た
。

答

国
の
原
子
力
政
策
に

対
し
て
国
の
原
子
力
政
策
に

対
し
て

❶❶

美
浜
発
電
所
に

お
け
る
リ
プ
レ
ー
ス

（
建
替
え
）推
進
に
つ
い
て

美
浜
発
電
所
に

お
け
る
リ
プ
レ
ー
ス

（
建
替
え
）推
進
に
つ
い
て

❷❷

原
子
力
発
電
の

避
難
道
路
要
望
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
の

避
難
道
路
要
望
に
つ
い
て

❸❸

一 般 質 問町 政 を 問う！ ６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。
６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
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辻井  雅之  議員

　
　
　
町
長
は
敦
賀
以
西
の
小

　
　
　
浜
ル
ー
ト
工
事
着
工
の

明
確
化
を
知
事
と
共
に
国
に
訴

え
て
き
た
が
、
今
後
嶺
南
市
町

と
ど
の
様
な
行
動
を
共
に
す
る

の
か
。

　
　
　
沿
線
地
域
の
飛
躍
的
な

　
　
　
発
展
や
災
害
に
強
い
強

靭
な
国
土
づ
く
り
を
図
る
上
で

不
可
欠
な
路
線
で
、
極
め
て
重

要
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

嶺
南
市
町
、
北
陸
・
関
西
地
域
の

経
済
界
と
一
体
と
な
り
、
早
期
全

面
開
通
を
強
く
訴
え
る
。

　
本
町
も
議
会
と
共
に
地
域
住

民
の
気
運
醸
成
を
高
め
て
行
く
。

　
　
　
敦
賀
と
小
浜
は
駅
が
出

　
　
　
来
き
る
が
、
美
浜
町
は

通
過
路
線
と
な
る
が
、
メ
リ
ッ

ト
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。

　
　
　
北
陸
新
新
幹
線
は
、
東

　
　
　
京
〜
大
阪
を
北
回
り
で

　
　
　
結
ぶ
路
線
で
、
災
害
時

に
も
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
え

機
能
を
果
た
す
イ
ン
フ
ラ
路
線

と
な
る
。
京
都
ル
ー
ト
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

も
繋
が
り
，
大
環
状
広
域
ル
ー

ト
と
な
り
、
観
光
客
や
交
流
人

口
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

　
敦
賀
、
小
浜
駅
か
ら
京
都
駅

を
経
由
し
て
新
大
阪
駅
へ
直
行

す
る
ル
ー
ト
の
た
め
、
関
西
圏
へ

の
時
間
短
縮
効
果
が
大
き
く
、

通
勤
利
用
や
町
民
の
利
便
向
上

に
繋
が
る
。

　
　
　
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

　
　
　
三
方
五
湖
レ
イ
ク
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
発
着
す
る
遊
覧
船
は
、

日
本
で
初
め
て
の
電
池
推
進
船

で
、
私
も
、
一
般
乗
客
と
し
て
家

族
と
一
緒
に
乗
船
し
た
。
エ
ン
ジ

ン
音
は
静
か
で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の

生
の
声
と
笑
顔
の
表
情
、
そ
し
て
、

船
窓
か
ら
の
景
色
が
乗
客
に
感

動
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

少
し
気
掛
り
な
の
が
、
こ
の
レ

イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
場
所
が
、
国

道
や
梅
街
道
の
メ
イ
ン
道
路
か

ら
離
れ
て
い
る
か
ら
分
か
り
に

く
い
。
こ
れ
を
解
消
す
る
為
に

何
か
方
策
を
講
じ
る
の
か
。

　
　
　
自
家
用
車
や
バ
ス
の
場

　
　
　
合
は
、
カ
ー
ナ
ビ
の
利

　
　
　
用
が
可
能
で
あ
る
。
道

路
沿
い
に
は
、
分
か
り
易
い
写
真

入
り
の
案
内
看
板
を
設
置
し
て

誘
導
を
図
り
、
ま
た
道
の
駅
「
は

ま
び
よ
り
」
に
整
備
し
た
観
光

案
内
看
板
に
は
Q
R
コ
ー
ド
を
、

若
狭
美
浜
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
で

は
、
町
内
観
光
施
設
を
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
す
る
仕
組
み
を
施
し

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等

に
も
掲
載
し
て
P
R
す
る
。

　
　
　
今
年
の
十
月
か
ら
、
レ

　
　
　
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
が
有

料
道
路
か
ら
一
般
県
道
2
7
3

号
に
変
わ
り
、
通
行
料
が
い
ら

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
駐
車
料

金
が
普
通
車
で
5
0
0
円
掛
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
お
客
様
の
入

込
数
は
ど
の
様
な
も
の
か
。

　
　
　
福
井
県
道
路
公
社
が
昨

　
　
　
年
九
月
を
も
っ
て
解
散

　
　
　
し
、
十
月
以
降
、
県
道

化
し
た
が
、
入
込
客
数
は
前
年

と
比
較
し
て
、
今
年
の
1
月
を

除
き
、
月
の
比
較
で
全
て
増
加

し
て
い
る
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
活
動
が
進
む
中
、
役
場

で
も
女
性
の
管
理
者
が
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
割
合
は
ど
の
様

な
数
字
か
。

　
　
　
令
和
3
年
4
月
1
日
時

　
　
　
点
の
調
査
で
は
、
管
理

　
　
　
職
総
数
に
占
め
る
女
性

管
理
職
の
割
合
は
県
内
市
町
の

平
均
は
22
・
8
％
で
あ
る
が
、
本

町
は
34
・
8
％
で
県
内
1
位
で
あ

っ
た
。
現
在
は
参
事
級
の
管
理
職

数
が
増
え
た
こ
と
で
、
33
・
3
％

と
な
っ
て
い
る
。

つじ    い まさゆき

問

問

問

問

問

観光誘客
課長

観光誘客
課長

北
陸
新
幹
線

小
浜
ル
ー
ト
着
工
の

嶺
南
市
町
の
行
動
は

北
陸
新
幹
線

小
浜
ル
ー
ト
着
工
の

嶺
南
市
町
の
行
動
は

沿
線
地
域
の
発
展
に
は
、

重
要
不
可
欠
な
も
の
で

地
元
を
含
め
北
陸
・
関
西
一
丸

と
な
り
早
期
開
通
を
目
指
す
。

答

三
方
五
湖

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の

位
置
案
内
は

三
方
五
湖

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の

位
置
案
内
は

道
沿
い
に
、
写
真
入
り
の

案
内
看
板
を
幾
つ
か
設
置
し

道
の
駅
で
も
案
内
を
す
る

答

町
役
場
職
員
の
女
性

管
理
職
の
登
用
率
は

町
役
場
職
員
の
女
性

管
理
職
の
登
用
率
は

令
和
3
年
4
月
の
調
査

結
果
で
は
、
県
内
1
位
と

な
っ
て
い
る
。

答

　
　
　
第
２
期
美
浜
町
子
ど
も
子

　
　
　
育
て
支
援
事
業
計
画
は
令

和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
計
画
期
間
と
し
て
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
令
和
２
年
度
よ
り
「
第
２

　
　
　
期
美
浜
町
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
ど

も
達
が
夢
あ
る
未
来
に
向
か
っ
て

す
く
す
く
・
の
び
の
び
元
気
に
育
て

る
環
境
づ
く
り
や
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
本
年
４
月
に
「
こ
ど
も

未
来
課
」
を
新
設
し
子
ど
も
政
策

統
括
幹
を
中
心
と
し
た
全
庁
横
断

的
な
連
携
の
下
に
、
き
め
こ
ま
や
か

な
子
育
て
支
援
を
進
め
る
た
め
の

体
制
強
化
を
図
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
２
年
度
に
お
い
て

　
　
　
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

　
　
　
セ
ン
タ
ー
」
や
「
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
等
の
機
能

を
集
約
し
、
包
括
的
な
子
育
て
の

総
合
と
し
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
親
や
子
ど
も
、
家
庭
を

対
象
と
し
た
切
れ
目
の
な
い
継
続

的
な
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
養
育
支
援
体
制
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
　
　
子
ど
も
の
個
々
の
発
達
や

　
　
　
成
長
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
子
育
て
支
援
に
あ
っ
て
は
、
支
援

を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
が
大

切
と
考
え
る
。

　
　
　
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児

　
　
　
の
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問

を
す
る
中
で
、
親
子
の
心
身
の
状

況
や
養
育
環
境
の
把
握
や
助
言
を

行
い
、
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対

し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ

な
げ
る
事
業
で
あ
る
が
、
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
訪

問
件
数
及
び
実
施
率
を
伺
う
。

　
　
　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３

　
　
　
年
度
に
お
い
て
は
、
対
象

　
　
　
家
庭
数
は
毎
年
概
ね
65
世

帯
に
対
し
、
訪
問
や
来
所
対
面
、
母

子
保
健
事
業
で
の
対
応
実
績
率
は

毎
年
95
％
で
推
移
し
て
い
る
。

　
　
　
乳
児
家
庭
全
戸
の
訪
問
に

　
　
　
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
体

制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
。
問
題
が
あ
っ
た
時
や
必
要

が
あ
る
時
に
、
い
か
に
素
早
い
対

応
が
取
れ
る
か
、
自
治
体
に
お
け

る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
る
。

　
　
　
困
難
を
抱
え
る
家
庭
の
発

　
　
　
見
と
、
支
援
に
つ
な
げ
た

事
例
に
つ
い
て
の
実
績
を
伺
う
。

　
　
　
本
事
業
に
よ
っ
て
、
例
年

　
　
　
約
１
割
の
５
件
程
度
は
困

　
　
　
難
を
抱
え
る
事
例
と
し
て

支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
　
　
近
年
は
、
核
家
族
化
で
相

　
　
　
談
で
き
る
家
族
が
近
く
に

い
な
い
、
少
子
化
や
晩
婚
化
で
子

育
て
の
悩
み
を
共
有
で
き
る
友
人

や
知
人
が
い
な
い
。
近
所
関
係
の

希
薄
化
で
近
隣
の
方
に
相
談
に
の

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
等
、

育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト

も
受
け
ら
れ
な
い
家
庭
が
増
え
て

い
る
。「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
を
通
じ
て
、
地
域
に
身
近
に
相

談
で
き
る
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
周

知
す
る
こ
と
で
乳
児
家
庭
の
孤
立

を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

　
　
　
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
と
っ
て
、
重
要
な
こ
と

の
一
つ
に
男
性
の
育
児
参
加
が
あ
る
。

男
性
の
育
児
休
暇
を
取
得
し
や
す

く
な
る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
令
和
５
年
３
月
に
第
４
次

　
　
　
美
浜
町
男
女
共
同
参
画
の

　
　
　
推
進
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
中
で
男
女
と
も
に
育
児
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　
美
浜
町
役
場
男
性
職
員

　
　
　
の
育
児
休
暇
取
得
状
況
を

伺
う
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
述
べ
５
回
、
実

　
　
　
数
で
４
人
が
取
得
し
て
お

　
　
　
り
、
昨
年
度
か
ら
は
３
人

が
取
得
し
て
い
る
。
今
後
も
男
性
の

育
児
休
暇
取
得
の
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
進
む
よ
う
、
制
度
の
周

知
や
職
員
の
意
識
の
醸
成
を
図
る

な
ど
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

町長町長

中牟田  春子  議員

問

問

問

問

問

子ども政策
統括幹

子ども政策
統括幹

子ども政策
統括幹

まちづくり
推進課長 意見

意見

意見

第
２
期
美
浜
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
つ
い
て

第
２
期
美
浜
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
つ
い
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き

取
組
ん
で
い
る
。

答

乳
児
、
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
に
つ
い
て

乳
児
、
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
に
つ
い
て

訪
問
や
来
所
対
面
、

母
子
保
健
事
業
で
の

対
応
実
績
率
は

毎
年
95
％
で
推
移
し
て
い
る
。

答

安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

男
女
と
も
に
育
児
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
。

答

総務課長総務課長

なか む　 た はる こ

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
が

一
般
県
道
に
変
わ
っ
た
が
、

客
の
入
込
み
状
況
は

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
が

一
般
県
道
に
変
わ
っ
た
が
、

客
の
入
込
み
状
況
は

昨
年
と
比
較
す
る
と
、

増
加
し
駐
車
料
金
は
、

通
行
料
金
よ
り
も

過
小
評
価
だ
が
増
え
た

答

一 般 質 問町 政 を 問う！ ６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。
６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

まちづくり
推進課長
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辻井  雅之  議員

　
　
　
町
長
は
敦
賀
以
西
の
小

　
　
　
浜
ル
ー
ト
工
事
着
工
の

明
確
化
を
知
事
と
共
に
国
に
訴

え
て
き
た
が
、
今
後
嶺
南
市
町

と
ど
の
様
な
行
動
を
共
に
す
る

の
か
。

　
　
　
沿
線
地
域
の
飛
躍
的
な

　
　
　
発
展
や
災
害
に
強
い
強

靭
な
国
土
づ
く
り
を
図
る
上
で

不
可
欠
な
路
線
で
、
極
め
て
重

要
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

嶺
南
市
町
、
北
陸
・
関
西
地
域
の

経
済
界
と
一
体
と
な
り
、
早
期
全

面
開
通
を
強
く
訴
え
る
。

　
本
町
も
議
会
と
共
に
地
域
住

民
の
気
運
醸
成
を
高
め
て
行
く
。

　
　
　
敦
賀
と
小
浜
は
駅
が
出

　
　
　
来
き
る
が
、
美
浜
町
は

通
過
路
線
と
な
る
が
、
メ
リ
ッ

ト
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。

　
　
　
北
陸
新
新
幹
線
は
、
東

　
　
　
京
〜
大
阪
を
北
回
り
で

　
　
　
結
ぶ
路
線
で
、
災
害
時

に
も
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
え

機
能
を
果
た
す
イ
ン
フ
ラ
路
線

と
な
る
。
京
都
ル
ー
ト
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

も
繋
が
り
，
大
環
状
広
域
ル
ー

ト
と
な
り
、
観
光
客
や
交
流
人

口
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

　
敦
賀
、
小
浜
駅
か
ら
京
都
駅

を
経
由
し
て
新
大
阪
駅
へ
直
行

す
る
ル
ー
ト
の
た
め
、
関
西
圏
へ

の
時
間
短
縮
効
果
が
大
き
く
、

通
勤
利
用
や
町
民
の
利
便
向
上

に
繋
が
る
。

　
　
　
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

　
　
　
三
方
五
湖
レ
イ
ク
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
発
着
す
る
遊
覧
船
は
、

日
本
で
初
め
て
の
電
池
推
進
船

で
、
私
も
、
一
般
乗
客
と
し
て
家

族
と
一
緒
に
乗
船
し
た
。
エ
ン
ジ

ン
音
は
静
か
で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の

生
の
声
と
笑
顔
の
表
情
、
そ
し
て
、

船
窓
か
ら
の
景
色
が
乗
客
に
感

動
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

少
し
気
掛
り
な
の
が
、
こ
の
レ

イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
場
所
が
、
国

道
や
梅
街
道
の
メ
イ
ン
道
路
か

ら
離
れ
て
い
る
か
ら
分
か
り
に

く
い
。
こ
れ
を
解
消
す
る
為
に

何
か
方
策
を
講
じ
る
の
か
。

　
　
　
自
家
用
車
や
バ
ス
の
場

　
　
　
合
は
、
カ
ー
ナ
ビ
の
利

　
　
　
用
が
可
能
で
あ
る
。
道

路
沿
い
に
は
、
分
か
り
易
い
写
真

入
り
の
案
内
看
板
を
設
置
し
て

誘
導
を
図
り
、
ま
た
道
の
駅
「
は

ま
び
よ
り
」
に
整
備
し
た
観
光

案
内
看
板
に
は
Q
R
コ
ー
ド
を
、

若
狭
美
浜
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
で

は
、
町
内
観
光
施
設
を
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
す
る
仕
組
み
を
施
し

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等

に
も
掲
載
し
て
P
R
す
る
。

　
　
　
今
年
の
十
月
か
ら
、
レ

　
　
　
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
が
有

料
道
路
か
ら
一
般
県
道
2
7
3

号
に
変
わ
り
、
通
行
料
が
い
ら

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
駐
車
料

金
が
普
通
車
で
5
0
0
円
掛
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
お
客
様
の
入

込
数
は
ど
の
様
な
も
の
か
。

　
　
　
福
井
県
道
路
公
社
が
昨

　
　
　
年
九
月
を
も
っ
て
解
散

　
　
　
し
、
十
月
以
降
、
県
道

化
し
た
が
、
入
込
客
数
は
前
年

と
比
較
し
て
、
今
年
の
1
月
を

除
き
、
月
の
比
較
で
全
て
増
加

し
て
い
る
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
活
動
が
進
む
中
、
役
場

で
も
女
性
の
管
理
者
が
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
割
合
は
ど
の
様

な
数
字
か
。

　
　
　
令
和
3
年
4
月
1
日
時

　
　
　
点
の
調
査
で
は
、
管
理

　
　
　
職
総
数
に
占
め
る
女
性

管
理
職
の
割
合
は
県
内
市
町
の

平
均
は
22
・
8
％
で
あ
る
が
、
本

町
は
34
・
8
％
で
県
内
1
位
で
あ

っ
た
。
現
在
は
参
事
級
の
管
理
職

数
が
増
え
た
こ
と
で
、
33
・
3
％

と
な
っ
て
い
る
。

つじ    い まさゆき

問

問

問

問

問

観光誘客
課長

観光誘客
課長

北
陸
新
幹
線

小
浜
ル
ー
ト
着
工
の

嶺
南
市
町
の
行
動
は

北
陸
新
幹
線

小
浜
ル
ー
ト
着
工
の

嶺
南
市
町
の
行
動
は

沿
線
地
域
の
発
展
に
は
、

重
要
不
可
欠
な
も
の
で

地
元
を
含
め
北
陸
・
関
西
一
丸

と
な
り
早
期
開
通
を
目
指
す
。

答

三
方
五
湖

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の

位
置
案
内
は

三
方
五
湖

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の

位
置
案
内
は

道
沿
い
に
、
写
真
入
り
の

案
内
看
板
を
幾
つ
か
設
置
し

道
の
駅
で
も
案
内
を
す
る

答

町
役
場
職
員
の
女
性

管
理
職
の
登
用
率
は

町
役
場
職
員
の
女
性

管
理
職
の
登
用
率
は

令
和
3
年
4
月
の
調
査

結
果
で
は
、
県
内
1
位
と

な
っ
て
い
る
。

答

　
　
　
第
２
期
美
浜
町
子
ど
も
子

　
　
　
育
て
支
援
事
業
計
画
は
令

和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
計
画
期
間
と
し
て
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
令
和
２
年
度
よ
り
「
第
２

　
　
　
期
美
浜
町
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
ど

も
達
が
夢
あ
る
未
来
に
向
か
っ
て

す
く
す
く
・
の
び
の
び
元
気
に
育
て

る
環
境
づ
く
り
や
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
本
年
４
月
に
「
こ
ど
も

未
来
課
」
を
新
設
し
子
ど
も
政
策

統
括
幹
を
中
心
と
し
た
全
庁
横
断

的
な
連
携
の
下
に
、
き
め
こ
ま
や
か

な
子
育
て
支
援
を
進
め
る
た
め
の

体
制
強
化
を
図
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
２
年
度
に
お
い
て

　
　
　
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

　
　
　
セ
ン
タ
ー
」
や
「
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
等
の
機
能

を
集
約
し
、
包
括
的
な
子
育
て
の

総
合
と
し
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
親
や
子
ど
も
、
家
庭
を

対
象
と
し
た
切
れ
目
の
な
い
継
続

的
な
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
養
育
支
援
体
制
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
　
　
子
ど
も
の
個
々
の
発
達
や

　
　
　
成
長
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
子
育
て
支
援
に
あ
っ
て
は
、
支
援

を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
が
大

切
と
考
え
る
。

　
　
　
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児

　
　
　
の
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問

を
す
る
中
で
、
親
子
の
心
身
の
状

況
や
養
育
環
境
の
把
握
や
助
言
を

行
い
、
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対

し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ

な
げ
る
事
業
で
あ
る
が
、
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
訪

問
件
数
及
び
実
施
率
を
伺
う
。

　
　
　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３

　
　
　
年
度
に
お
い
て
は
、
対
象

　
　
　
家
庭
数
は
毎
年
概
ね
65
世

帯
に
対
し
、
訪
問
や
来
所
対
面
、
母

子
保
健
事
業
で
の
対
応
実
績
率
は

毎
年
95
％
で
推
移
し
て
い
る
。

　
　
　
乳
児
家
庭
全
戸
の
訪
問
に

　
　
　
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
体

制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
。
問
題
が
あ
っ
た
時
や
必
要

が
あ
る
時
に
、
い
か
に
素
早
い
対

応
が
取
れ
る
か
、
自
治
体
に
お
け

る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
る
。

　
　
　
困
難
を
抱
え
る
家
庭
の
発

　
　
　
見
と
、
支
援
に
つ
な
げ
た

事
例
に
つ
い
て
の
実
績
を
伺
う
。

　
　
　
本
事
業
に
よ
っ
て
、
例
年

　
　
　
約
１
割
の
５
件
程
度
は
困

　
　
　
難
を
抱
え
る
事
例
と
し
て

支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
　
　
近
年
は
、
核
家
族
化
で
相

　
　
　
談
で
き
る
家
族
が
近
く
に

い
な
い
、
少
子
化
や
晩
婚
化
で
子

育
て
の
悩
み
を
共
有
で
き
る
友
人

や
知
人
が
い
な
い
。
近
所
関
係
の

希
薄
化
で
近
隣
の
方
に
相
談
に
の

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
等
、

育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト

も
受
け
ら
れ
な
い
家
庭
が
増
え
て

い
る
。「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
を
通
じ
て
、
地
域
に
身
近
に
相

談
で
き
る
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
周

知
す
る
こ
と
で
乳
児
家
庭
の
孤
立

を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

　
　
　
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
と
っ
て
、
重
要
な
こ
と

の
一
つ
に
男
性
の
育
児
参
加
が
あ
る
。

男
性
の
育
児
休
暇
を
取
得
し
や
す

く
な
る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
令
和
５
年
３
月
に
第
４
次

　
　
　
美
浜
町
男
女
共
同
参
画
の

　
　
　
推
進
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
中
で
男
女
と
も
に
育
児
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　
美
浜
町
役
場
男
性
職
員

　
　
　
の
育
児
休
暇
取
得
状
況
を

伺
う
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
述
べ
５
回
、
実

　
　
　
数
で
４
人
が
取
得
し
て
お

　
　
　
り
、
昨
年
度
か
ら
は
３
人

が
取
得
し
て
い
る
。
今
後
も
男
性
の

育
児
休
暇
取
得
の
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
進
む
よ
う
、
制
度
の
周

知
や
職
員
の
意
識
の
醸
成
を
図
る

な
ど
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

町長町長

中牟田  春子  議員

問

問

問

問

問

子ども政策
統括幹

子ども政策
統括幹

子ども政策
統括幹

まちづくり
推進課長 意見

意見

意見

第
２
期
美
浜
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
つ
い
て

第
２
期
美
浜
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
つ
い
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き

取
組
ん
で
い
る
。

答

乳
児
、
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
に
つ
い
て

乳
児
、
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
に
つ
い
て

訪
問
や
来
所
対
面
、

母
子
保
健
事
業
で
の

対
応
実
績
率
は

毎
年
95
％
で
推
移
し
て
い
る
。

答

安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

男
女
と
も
に
育
児
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
。

答

総務課長総務課長

なか む　 た はる こ

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
が

一
般
県
道
に
変
わ
っ
た
が
、

客
の
入
込
み
状
況
は

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
が

一
般
県
道
に
変
わ
っ
た
が
、

客
の
入
込
み
状
況
は

昨
年
と
比
較
す
る
と
、

増
加
し
駐
車
料
金
は
、

通
行
料
金
よ
り
も

過
小
評
価
だ
が
増
え
た

答

一 般 質 問町 政 を 問う！ ６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。
６月定例会では６人の議員が一般質問に立ち、
町行政のあり方について、問いただしました。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。
質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

まちづくり
推進課長

15 みはま議会だより  No.54 142023年  夏号



　
地
域
交
流
の
場
や
町
民
憩
い

の
場
と
し
て
美
浜
駅
前
に
道
の

駅
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
新

幹
線
開
業
を
見
据
え
て
の
美
浜

町
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
と
し
て
の

役
割
を
持
ち
ま
す
。
店
内
は
農

林
水
産
物
直
販
所
「
み
は
ま
の

市
場
」
の
ほ
か
カ
フ
ェ
や
居
酒

屋
・
B
a
r
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
一
時
預
か
り
託
児
所
や
レ
ン

タ
ル
ス
タ
ジ
オ
も
あ
り
交
流
の

場
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

若狭美浜はまびより若狭美浜はまびより

　
第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
整
備
し

て
来
ま
し
た
「
道
の
駅
若
狭
美
浜
は

ま
び
よ
り
」
が
六
月
二
日
に
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
来
年
春
の

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
等
を
見
据

え
た
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
住

民
の
物
産
販
売
と
買
物
、
憩
い
の
場

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
ま
た
、
議
員
な
り
て
不
足
の
解
消

策
と
し
て
「
議
員
報
酬
な
ど
議
会
改

革
特
別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
梅
津  

記
）

【
委
員
長
】

【
副
委
員
長
】

【
委
員
】

兼
田
　
和
雄

中
牟
田
春
子

竹
仲
　
良
廣
・
崎
元
　
良
栄

川
畑
　
忠
之
・
河
本
　
　
猛

梅
津
　
隆
久

編
集
後
記

美
浜
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

オープン
道の駅

人々が集い  育み  美し美浜を体感できる賑わい拠点
うま

平日でも多くの買物客でにぎわう店内平日でも多くの買物客でにぎわう店内

屋根付きイベント広場「みはまプラザ」屋根付きイベント広場「みはまプラザ」

162023年  夏号

54
N
o.

み
は
ま
議
会
だ
よ
り

2023.7.21
発
行
／
美
浜
町
議
会
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
919-1141  福

井
県
三
方
郡
美
浜
町
郷
市
25-25  TEL（

0770）32-6711
美
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  http://w

w
w
.tow

n.m
iham

a.fukui.jp/
Eメ
ー
ル
  gikai@

tow
n.fukui-m

iham
a.lg.jp


